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と
は
、
土
地
（
場
所
）
と
住
む
人
々
の
生
活
の
知
恵
（
文
化
）
が

融
合
し
て
で
き
た
土
地
柄
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

レ
ガ
シ
ー
は
、
歴
史
が
も
た
ら
し
た
遺
産
の
意
味
で
す
が
、

私
た
ち
は
、
階
上
の
レ
ガ
シ
ー
を

「
風
土
の
記
憶
」
と
し
て
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
の
懐
か
し
い
未
来
の
た
め
に
。
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階
上
町
は
、
令
和
２
年
５
月

１
日
を
も
ち
ま
し
て
町
制
施
行

か
ら
40
周
年
と
い
う
節
目
の
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

町
民
の
皆
様
の
郷
土
愛
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
ま
た
、
三
陸
復

興
国
立
公
園
の
山
と
海
に
囲
ま

れ
た
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受

け
な
が
ら
、
着
実
に
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
幾
多
の
試
練
を
経
な
が
ら

も
、
わ
が
郷
土
を
築
き
あ
げ
て

き
た
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
の
功
績
は
多
大
で
あ
り
、
深

甚
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
元
号
が
「
令
和
」
と
な
り
、

産
業
構
造
の
変
化
や
人
口
減
少

が
一
層
進
む
な
ど
、
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
本
町

で
は
長
寿
社
会
を
積
極
的
に
生

き
る
「

そ
う
ね
ん

創
年
」
と
い
う
考
え
を

発
信
し
な
が
ら
、
生
涯
学
習
を

通
じ
て
何
歳
に
な
っ
て
も
生
き

が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
令
和
２
年
度
か

ら
、
10
年
先
の
ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
た
「
第
５
次
階
上
町
総

合
振
興
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
が
心
豊

か
で
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
階
上
ブ

ラ
ン
ド
や
健
康
づ
く
り
の
推

進
、
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢

化
や
核
家
族
化
に
伴
い
、
人
と

人
と
が
顔
を
合
わ
せ
、
心
を
通

わ
せ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学

校
や
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ

て
の
町
民
の
皆
様
が
豊
か
な
心

と
生
き
が
い
を
育
め
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
階
上
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
理

念
は
「
ゆ
め
　
み
ら
い
　
心
と

き
め
く
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

の
実
現
で
す
。
町
民
の
皆
様
と

町
が
共
に
地
域
を
支
え
合
い
、

「
協
働
の
ま
ち
」
を
築
き
上
げ

て
い
く
こ
と
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
成
長
で
き
る
社
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
標
に
、
変
わ
り
ゆ
く

社
会
情
勢
に
対
応
し
な
が
ら
、

今
後
も
各
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
町
制
施
行
40
周
年
記
念
誌

発
刊
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

階
上
町
長

浜
谷 

豊
美

子
ど
も
た
ち
へ
夢
と
希
望
を
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本
町
が
昭
和
55
年
５
月
１
日

に
町
制
を
施
行
し
て
以
来
、

40
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
喜
び
を
、
関

係
各
位
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様

と
共
に
分
か
ち
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
当
時
、
町
制
施
行
を

記
念
し
て
、町
内
一
円
を
パ
レ
ー

ド
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
町
民
の
方
々
が
小
旗
を

振
り
お
祝
い
を
し
て
い
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
町
制
施
行
以
来
今
日

ま
で
、
役
場
庁
舎
の
移
転
新
築
、

町
総
合
振
興
計
画
や
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
、
三
陸

復
興
国
立
公
園
の
指
定
な
ど
、

着
実
な
歩
み
が
進
め
ら
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
東
日
本
大
震

災
や
豪
雨
災
害
等
に
象
徴
さ
れ

る
多
く
の
自
然
災
害
の
発
生
な

ど
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
激

し
く
揺
れ
動
き
変
化
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
先
人
は
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
町
民

一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
着
実
な
発
展
を
遂

げ
今
日
の
我
が
郷
土
階
上
町
を

築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
時
代
は
、
昭
和
か
ら
平
成
、

そ
し
て
令
和
へ
と
移
り
変
わ
り

ま
し
た
。
温
故
知
新
の
こ
と
わ

ざ
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
節

目
の
年
に
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

振
り
返
り
、
町
の
歴
史
と
先
人

の
思
い
を
後
世
に
受
け
継
い
で

い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
務
め
で

あ
り
、
本
記
念
誌
発
行
は
大
変

意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
町
で
は
、
明
日
の
階
上

町
実
現
の
た
め
、
第
５
次
階
上

町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
契

機
に
、
よ
り
一
層
創
意
と
工
夫

を
凝
ら
し
、
執
行
機
関
と
議
会

が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
課
題

に
取
り
組
み
、
町
民
の
皆
様
が

幸
せ
を
実
感
で
き
る
町
が
形
成

さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

べ
ん
た
つ

鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
す

べ
て
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、

今
後
ま
す
ま
す
の
町
勢
発
展
を

祈
念
し
、
町
制
施
行
40
周
年
記

念
誌
発
行
に
あ
た
っ
て
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

階
上
町
議
会
議
長

林

　貢

幸
せ
を
実
感
で
き
る
町
へ
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古
代
に
な
る
と
、
東
北
地
方
は

大
和
朝
廷
の
権
力
の
及
ば
な
い
「
化

外
の
地
」（
未
開
の
辺
境
の
地
）
と

さ
れ
、
族
長
を
中
心
に
し
た
蝦
夷

集
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
を
分
割

支
配
し
て
い
ま
し
た
。

　
八
戸
市
の
鹿
島
沢
古
墳
群
（
７

世
紀
後
半
）、
丹
後
平
古
墳
群
（
７

世
紀
後
半
〜
８
世
紀
代
）、
お
い
ら

せ
町
の
阿
光
坊
古
墳
群
（
７
世
紀

前
半
〜
９
世
紀
末
）
か
ら
は
馬
具

や
鋤
・
鍬
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、

当
時
の
こ
の
地
方
に
お
け
る
農
耕
の

様
子
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
蝦
夷
の
時
代
の
農
作
物
に
関

し
て
は
、
遺
跡
調
査
に
よ
り
米
や

大
麦
、
小
麦
、
稗
、
粟
、ソ
バ
、
大
豆
、

ナ
ス
、
マ
メ
科
の
サ
サ
ゲ
、
イ
チ
ゴ

が
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

山
里
の
産
業
史

山
里
の
産
業
史

【前史】①

古
代
の
農
耕

　
岩
手
県
北
か
ら
当
地
方
ま
で
雑

穀
生
産
が
多
か
っ
た
の
は
、
低
温
・

日
照
不
足
・
湿
地
な
ど
の
悪
条
件

に
強
か
っ
た
か
ら
で
す
が
、
中
で
も

稗
と
ソ
バ
は
飢
餓
風
（
ヤ
マ
セ
）
の

吹
く
地
に
は
貴
重
な
主
食
代
わ
り

で
し
た
。

　
ソ
バ
は
大
黒
様
や
お
し
ら
さ
ま
の

年
と
り
、
粟
穂
刈
な
ど
の
年
中
行
事

に
欠
か
せ
な
い
食
糧
で
、
正
部
家
奨

氏
所
蔵
文
書
の
「
年
中
行
事
書
留
」

に
も
、
蕎
麦
餅
、
蕎
麦
の
粉
、
蕎
麦

切
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
ハ
レ
の

日
な
ど
に
食
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ソ
バ
で
す
が
、
階
上
町
の
昔

か
ら
伝
わ
る
種
か
ら
選
抜
さ
れ
た
品

種
が
、
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
の

大
凶
作
を
も
た
ら
し
た
冷
害
気
象
下

で
も
相
当
の
収
量
が
得
ら
れ
、
青
森

県
農
業
試
験
場
で
の
成
績
も
優
良

で
、
大
正
７
年
に
は
「
階
上
早
生
」

「
階
上
早
生
そ
ば
」

　
　
　
　
　の
普
及

　
藩
政
期
の
階
上
町
は
三
戸
郡
の

代
官
所
が
管
轄
す
る
八
戸
廻
に
属

し
、
ほ
と
ん
ど
が
蔵
入
地
（
藩
直

轄
の
支
配
地
）
な
が
ら
、
元
禄
10

年
（
１
６
９
７
）
の
「
郷
村
高
帳
」

に
よ
れ
ば
、合
計
１
０
６
３
石
余（
約

15
万
９
４
５
０
㎏
）
の
84
パ
ー
セ
ン

ト
は
畑
作
高
に
な
っ
て
お
り
、軽
米
・

久
慈
通
同
様
、
雑
穀
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
寒
冷
地
農
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
地
域
で
し
た
。

　
事
実
、
近
世
２
７
０
年
間
に
南
部

地
方
を
襲
っ
た
凶
作
は
79
回
を
数

え
、
い
わ
ば
平
均
し
て
３
年
に
一
度

は
冷
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
中
で
も
元
禄
・
宝
暦
・

天
明
・
天
保
年
間
の
凶
作
は
「
東
北

飢
饉
と
開
田
事
業

　
古
代
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か

け
て
、
現
在
の
青
森
県
の
東
半
分

「
妙
の
牧
」の
馬
産

と
岩
手
県
北
部
に
わ
た
る
広
大
な

地
域
は「
糠
部
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

そ
こ
は
さ
ら
に
東
西
南
北
の
四
つ
の

門
、「
四
門
」
地
域
に
区
分
さ
れ
、

こ
れ
に
宇
曽
利
（
下
北
地
方
）
が

加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
階
上
町
は
、

岩
手
県
洋
野
町
な
ど
と
と
も
に
「
東

の
門
」
地
域
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
糠
部
は
、
駿
馬
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
、
中
で
も
宝
暦
年
間

（
１
７
５
１
〜
１
７
６
４
）
の
記
録
で

は
、
蟹
沢
・
野
沢
・
松
館
・
角
柄
折
・

正
部
家
・
道
仏
か
ら
海
岸
付
近
に

至
る
と
さ
れ
る
「
妙
の
牧
」（
妙
野
）

は
、
室
町
時
代
後
期
の
記
録
に
「
九

千
匹
の
ま
き
也
」
と
記
さ
れ
る
最

大
級
の
古
牧
で
し
た
。

　
そ
の
後
、寛
文
４
年
（
１
６
６
４
）

に
八
戸
藩
が
設
立
さ
れ
、「
妙
野
」

は
「
広
野
」
と
と
も
に
盛
岡
藩
か

ら
八
戸
藩
に
譲
渡
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
時
代
に
は
す
で
に
衰
退
期
に

入
っ
て
い
て
、
天
明
元
年
（
１
７
８

１
）
に
は
休
野
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、野
馬（
藩
営
牧
野
で
飼
っ

て
い
る
馬
）
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、

里
馬
（
民
間
で
飼
っ
て
い
る
馬
）
は

依
然
と
し
て
多
く
、
藩
の
大
き
な

の
四
大
飢
饉
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

島
守
家
文
書
に
は
、
天
明
３
年
（
１

７
８
３
）「
五
穀
実
ラ
ズ
、
蕪
大
根

ニ
至
ル
マ
デ
皆
無
ナ
リ
」、
天
明
４
年

に
は
「
子
供
ヲ
殺
シ
テ
喰
ウ
ナ
ド
言

語
ニ
タ
イ
タ
リ
」
と
い
う
い
た
ま
し

い
状
況
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
天
明
４
年
の
記
録

か
ら
は
、
山
根
通
村
（
鳥
屋
部
村
、

角
柄
折
村
、
金
山
沢
村
、
筋
違
村
、

赤
保
内
村
）
五
カ
村
の
家
数
が
２

０
７
軒
か
ら
65
軒
と
３
分
の
１
に
、

人
口
が
１
１
９
６
人
か
ら
３
１
６
人

と
４
分
の
１
に
減
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
飢
饉
は
天
災
だ
け
で
は
な
く
人
災

の
側
面
も
あ
り
、
藩
に
よ
る
米
穀
統

制
、
穀
改
め
（
生
産
物
の
搾
取
）、

備
荒
（
凶
作
に
対
す
る
準
備
）
貯
蓄

の
不
備
な
ど
、
農
業
政
策
の
誤
り
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
理

由
は
水
田
耕
作
の
不
適
地
で
あ
っ
た

こ
と
で
、
ま
ず
は
水
の
条
件
を
良
く

す
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。
そ
の
水

利
事
業
に
半
生
を
捧
げ
た
人
と
し

て
、
八
戸
藩
士
の
蛇
口
伴
蔵
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
計
画
は
遠
大
な
も
の
で
、
文

久
元
年
（
１
８
６
１
）
に
は
階
上
岳

中
腹
を
源
と
す
る
寺
下
川
と
石
ノ
倉

の
沢
水
（
大
渡
川
の
源
流
）
を
引
水

し
、
蒼
前
平
を
開
田
し
て
さ
ら
に
鮫

の
蕪
島
あ
た
り
に
注
ぐ
用
水
堰
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
残

念
な
が
ら
洪
水
に
よ
っ
て
未
完
成
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
志
は

受
け
継
が
れ
、
明
治
28
年
（
１
８
９

５
）、
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
と

復
旧
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
に
、
国

営
八
戸
平
原
開
拓
建
設
事
業
と
し
て

新
井
田
川
上
流
南
郷
区
世
増
に
世
増

ダ
ム
が
完
成
し
、
つ
い
に
伴
蔵
の
夢

が
実
現
し
た
の
で
す
。

財
源
だ
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
も
、
国
道
45
号
か
ら
石

鉢
に
至
る
道
路
脇
に
蒼
前
神
社
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
宝
暦
11
年

（
１
７
６
１
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
妙
野
の
馬
護
神
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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近
代
に
入
り
、
明
治
33
年
（
１

９
０
０
）
に
「
耕
地
整
理
法
」
が

公
布
さ
れ
、
農
業
協
同
組
合
の
組

織
改
編
や
「
食
糧
調
整
法
」
の
施

行
な
ど
、
農
業
に
お
け
る
近
代
化

政
策
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
真
の

意
味
で
農
村
が
大
き
な
変
貌
を
と

げ
て
い
く
の
は
昭
和
20
年
（
１
９
４

５
）
の
終
戦
以
降
で
し
た
。

　
昭
和
20
年
12
月
９
日
に
「
農
民

解
放
に
関
す
る
指
令
」
が
発
せ
ら

れ
、
翌
21
年
11
月
か
ら
は
「
自
作

農
創
設
特
別
措
置
法
」
が
施
行
、

小
作
人
（
地
主
か
ら
土
地
を
借
り

て
農
耕
し
て
い
た
農
民
）
は
自
作

農
民
と
し
て
認
め
ら
れ
、「
改
正
農

地
調
整
法
」
で
農
地
の
87
パ
ー
セ
ン

ト
が
自
作
地
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
政
策

の
農
業
版
と
し
て
「
農
業
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
た
の
が
昭
和
36
年
（
１

９
６
１
）
で
、
そ
れ
以
降
、
日
本
の

近
代
か
ら
町
制

　施
行
ま
で
の
農
業

八戸藩士蛇口胤年（伴蔵）、水運開発事業の願文を寺下観音に納める。
蛇口用水、寺下、石ノ倉の両所から蒼前平に達する。
角柄折に私立養蚕伝習所が開設される。
八戸の政治家、奈須川光宝と関春茂が蛇口水堰の復旧を試みる（のち２年ほど蒼前平に稲が作付される）。
大正２年の大凶作をもたらした冷害気象下でも在来品種のソバが相当の収穫量を得られ、同４年の試験場での試験で優れた風味で
あったため、この年「階上早生」と命名される。
農林省主催、全国馬匹博覧会に東北代表として出品された軽乗馬「藤代号」が日本一の名誉賞を獲得（地代所清蔵氏所有馬）
／階上早生が青森県奨励品種に採用される。
鳥屋部に乳牛（ホルスタイン種）導入。
葉たばこの栽培が始まる。
階上農業会設立。
階上村農業会が解散。階上村農業協同組合、階上村第１農業協同組合、道仏農業協同組合の３組合が設立。
保温折衷苗代普及される／第１回階上村乳牛品評会開催／新田、神子沢地区65.９haに15戸入植。
霜害により農作物被害甚大。
階上村農業協同組合が合併設立（酪農協、第１農協、道仏農協、階上農協が合併）。
てんさい（ビート）の栽培が行われる（昭和42年まで）。
農業共済事業村移譲となる。
第１次農業構造改善事業着工（昭和44年完了）。
米の生産調整が始まる。
稚蚕共同飼育所が設置される／農村集団電話が開通／里山再開発事業を実施（林道５路線昭和48年完了）。
農業共済組合の合併により三八農業共済組合が発足／ながいも栽培が行われる。
農林大臣に八戸平原総合農地開発事業を申請／異常気象により水稲平年作の56％減収。
国営八戸平原総合開拓事業に伴い石鉢地区にモデル圃場完成（平成２年まで）。

【1857】
【1861】
【1887】
【1902】
【1918】

【1933】

【1936】
【1939】
【1943】
【1948】
【1951】
【1954】
【1958】
【1960】
【1962】
【1967】
【1970】
【1971】
【1973】
【1976】
【1978】

安政
文久
明治
明治
大正

昭和

昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和

４年
元年
20年
35年
7年

８年

11年
14年
18年
23年
26年
29年
33年
35年
37年
42年
45年
46年
48年
51年
53年

山里の産業史【略年表】
馬耕鋤による土起し『階上町史 通史編Ⅰ』から

と
命
名
さ
れ
、
ソ
バ
で
は
青
森
県
で

唯
一
の
奨
励
品
種
に
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
平
成
18
年
（
２
０
０

６
）、
町
内
有
志
が
階
上
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
階
上
早
生

階
上
そ
ば
」
普
及
に
着
手
、
知
名

度
も
着
実
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

農
政
は
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
型
と
い
う

複
合
経
営
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
45
年
に

突
然
打
ち
出
さ
れ
た
減
反
政
策
に

よ
っ
て
休
耕
田
が
広
が
る
よ
う
に
な

る
と
、
高
収
益
を
も
た
ら
す
品
種
改

良
が
重
ね
ら
れ
、
主
食
の
コ
メ
は
食

糧
と
し
て
よ
り
も
嗜
好
品
の
よ
う
に

味
を
競
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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今
か
ら
約
１
万
２
千
年
前
か
ら

１
万
年
間
続
い
た
縄
文
時
代
の
早

期
に
は
、
気
候
の
温
暖
化
が
進
ん

で
極
地
や
氷
河
の
氷
が
溶
け
出
し
、

そ
れ
に
水
面
の
膨
張
作
用
も
加
わ
っ

て
海
面
が
上
昇
し
た
た
め
、
内
陸

深
く
ま
で
海
が
進
入
し
て
大
き
な

入
江
を
形
成
し
ま
し
た
。

　
階
上
町
域
で
い
え
ば
、
寺
下
遺

跡
や
白
座
遺
跡
、
滝
端
遺
跡
な
ど

か
ら
貝
塚
（
縄
文
時
代
の
人
々
が

食
べ
た
貝
が
ら
や
魚
、
獣
の
骨
が
捨

て
ら
れ
て
層
に
な
っ
た
場
所
）
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
16
年
（
２
０
０
４
）

に
階
上
町
教
育
委
員
会
で
行
っ
た
発

掘
調
査
の
結
果
、
寺
下
遺
跡
の
貝

塚
に
つ
い
て
の
報
告
に
よ
れ
ば
「
寺

下
の
貝
塚
か
ら
は
エ
ゾ
イ
ガ
イ
、
レ

イ
シ
ガ
イ
、
イ
ボ
ニ
シ
、
カ
サ
ガ
イ

な
ど
の
岩
礁
性
の
貝
が
多
く
み
つ

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
び
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
海
に
出
か
け
浅
瀬

や
岩
陰
な
ど
で
潮
干
狩
り
を
し
て

海
の
産
業
史

海
の
産
業
史

【前史】②

縄
文
時
代
の
漁
労

　
明
治
維
新
に
よ
る
文
明
開
化
は

漁
業
の
近
代
化
に
も
及
び
、
遅
れ

て
い
た
八
戸
地
方
の
漁
業
も
明
治

20
年
代
に
入
る
と
、
手
繰
り
網
・

棒
受
け
網
・
延
縄
・
刺
網
・
カ
ツ

沖
合
漁
業
の

　
　発
達
と
出
稼
ぎ

　
縄
文
時
代
の
貝
塚
の
傍
に
は
住
居

跡
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
が

て
村
落
が
で
き
て
、
ほ
か
の
村
落
と

交
流
す
る
頃
に
な
る
と
、
採
藻
と
製

塩
で
内
陸
部
と
の
交
易
に
結
び
つ
い

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
入
会
漁
業
権
（
地
域

住
民
が
特
別
な
権
利
を
も
っ
て
一
定

の
漁
場
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
）

藩
政
期
の
漁
業

い
た
と
思
わ
れ
る
。
魚
で
は
タ
イ

や
フ
グ
、
サ
メ
、
イ
ル
カ
な
ど
が
み

つ
か
り
、
釣
針
、
銛
、
ヤ
ス
、
浮

石
と
い
っ
た
漁
具
も
出
土
し
て
い

る
。
沖
合
に
生
息
す
る
魚
も
い
る

こ
と
か
ら
丸
木
舟
を
使
い
、
釣
針

に
よ
る
釣
漁
、
大
型
の
魚
や
海
獣

（
ア
シ
カ
な
ど
）
に
は
銛
、
ヤ
ス
な

ど
で
の
突
漁
、
さ
ら
に
は
浮
石
、

錘
を
用
い
た
網
漁
も
行
な
っ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
漁
場
、
魚

の
生
態
な
ど
に
よ
り
漁
の
仕
方
も

変
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

が
成
立
す
る
江
戸
時
代
に
入
り
、

漁
労
は
産
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い

き
ま
す
。
江
戸
や
大
坂
の
消
費
市

場
と
結
び
付
い
て
マ
ス
・
タ
ラ
漁
業

が
発
達
し
、
長
崎
貿
易
で
は
中
国

向
け
の
輸
出
品
と
し
て
、
煎
海
鼠

（
干
し
ナ
マ
コ
）、
干
鮑
（
干
し
ア
ワ

ビ
）、
コ
ン
ブ
な
ど
俵
物
の
生
産
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
八
戸
藩
御
勘
定

所
日
記
」
に
は
、
天
明
４
年
（
１
７

８
４
）
６
月
７
日
に
長
崎
俵
物
の
買

い
付
け
の
役
人
を
各
浦
へ
派
遣
し
た

こ
と
や
、
同
年
９
月
９
日
に
長
崎

俵
物
御
用
の
た
め
浦
乙
名
（
村
の

代
表
者
）
を
森
岡
（
盛
岡
）
へ
派

遣
し
た
こ
と
、
享
和
元
年
（
１
８
０

１
）
に
は
白
干
鮑
、
煎
海
鼠
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
八
戸
地
方
か
ら
上
北
地
方
に
か

け
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
干
鰯
・
〆

粕
・
魚
油
に
加
工
さ
れ
た
イ
ワ
シ

網
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
イ

ワ
シ
は
大
群
を
な
し
て
回
遊
し
て

く
る
た
め
、
北
浜
か
ら
白
銀
海
岸

ま
で
の
砂
浜
で
は
地
曳
網
で
大
量

に
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

オ
釣
り
な
ど
沖
合
漁
業
が
普
及
し

て
き
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、明
治
25
年
（
１
８
９
２
）

11
月
に
農
商
務
省
（
現
農
林
水
産

省
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
全
国
道
府

県
別
の
「
水
産
事
項
特
別
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
青
森
県
の
漁
業
戸
数

は
１
万
１
６
６
３
戸
、
漁
獲
高
は
31

万
３
７
２
円
で
、
そ
の
う
ち
三
戸

郡
（
市
川
村
・
下
長
苗
代
村
・
小

中
野
村
・
湊
村
・
鮫
村
・
階
上
村
）

は
全
体
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た

な
い
状
況
で
し
た
。

　
階
上
に
巻
網
（
ア
グ
リ
網
と
も

呼
び
、
イ
ワ
シ
を
と
る
漁
法
）
が

伝
わ
っ
た
の
は
明
治
31
年
と
い
わ

れ
、「
小
舟
渡
の
民
俗
」
青
森
県
立

郷
土
館
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

大
漁
の
時
は
「
一
夜
明
け
る
と
海
岸

一
帯
は
イ
ワ
シ
だ
ら
け
で
、
道
路
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
家
の
庭
先

ま
で
積
み
あ
げ
ら
れ
た
」
と
い
う

時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
相
変
わ
ら
ず
出
稼
ぎ

は
多
く
、
明
治
30
年
代
は
北
海
道

へ
、
大
正
の
初
め
に
は
樺
太
へ
行
き

ニ
シ
ン
や
サ
ケ
漁
を
、
大
正
10
年
頃

に
は
遠
洋
漁
業
で
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
、

北
千
島
の
カ
ニ
工
船
に
乗
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
階
上
町
の
東
の
海
岸
部
は
天
然

の
良
港
と
し
て
早
く
か
ら
開
け
、

延
享
４
年（
１
７
４
７
）の「
浦
数
覚
」

に
は
、
小
船
渡
（
小
舟
渡
）・
道
仏
・

大
蛇
が
八
戸
廻
の
代
表
的
な
浦

（
湾
）
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
八
戸
御
領
内
絵
図
」
に

は
、
小
舟
渡
海
岸
が
し
ば
し
ば
藩

主
の
浜
遊
び
の
場
所
と
さ
れ
、
嘉

永
２
年
（
１
８
４
９
）
に
は
引
網
の

見
学
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
砂
浜
が
少
な
く
岩
礁
の

多
い
当
町
で
は
、
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
・

コ
ン
ブ
・
ワ
カ
メ
な
ど
の
磯
物
漁
と
、

刺
網
や
延
縄
に
よ
る
ソ
イ
・
ア
ブ
ラ

メ
・
ヒ
ラ
メ
・
カ
レ
イ
な
ど
小
規
模

な
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
程
度
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
漁
民
は
昔
か

ら
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
た
ら
し
く
、

『
階
上
村
小
舟
渡
部
落
沿
革
』
に
よ

る
と
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
頃

は
北
浜
方
面
（
主
に
上
北
・
三
沢
）

へ
集
団
で
イ
ワ
シ
の
引
網
に
出
か
け

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
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戦
後
の
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）

に
「
新
漁
業
法
」
が
公
布
さ
れ
、

27
年
に
は
北
洋
漁
業
が
再
開
、
35

年
に
は
北
洋
海
域
で
の
中
型
底
引

き
網
漁
へ
の
転
換
が
あ
り
ま
す
。
北

転
船
の
始
ま
り
で
あ
り
、
昭
和
40

年
（
１
９
６
５
）
に
は
３
０
０
ト
ン

の
大
型
船
も
出
現
す
る
よ
う
に
な

り
、
44
年
に
は
１
０
０
ト
ン
以
上
の

イ
カ
釣
り
大
型
船
の
大
臣
承
認
制
、

47
年
に
は
サ
ケ
・
マ
ス
延
縄
漁
業
が

流
し
網
に
転
換
す
る
な
ど
の
話
題

が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
代
に
お
け
る
漁
業

問
題
と
い
え
ば
何
と
い
っ
て
も
２
０

０
カ
イ
リ
問
題
で
し
た
。
昭
和
52

年
（
１
９
７
７
）
３
月
１
日
に
米
ソ

が
２
０
０
カ
イ
リ
規
制
の
実
施
を
発

表
、
３
月
18
日
に
は
日
米
漁
業
協

定
に
調
印
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

北
洋
漁
業
に
関
し
て
は
、
ス
ケ
ソ

ウ
ダ
ラ
を
中
心
に
40
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
を
ソ
連
海
域
に
依
存
し
て
お
り
、

本
土
最
大
の
北
洋
漁
業
基
地
八
戸

に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
死
活
問
題
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
世
界
の
趨
勢
は
２
０
０
カ
イ
リ
時

代
へ
突
入
し
て
お
り
、
孤
立
か
ら
脱

す
る
た
め
日
本
も
５
月
２
日
に
２
０

０
カ
イ
リ
の
実
施
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。
不
安
は
現
実
と
な
り
、
昭

遠
洋
漁
業
と

２
０
０
カ
イ
リ
問
題

八戸藩浦堅め（海岸防備）の場所として小舟渡海岸を定める（藩内６カ所）。
小舟渡海岸に八戸藩の台場（砲台）が築造される。
小舟渡お台場の防備が強化される。
海岸に面する道仏村（現在の大字道仏）では塩釜（製塩工場）が６カ所にあった。
三陸沿岸一帯に大津波襲来（死者21名、家屋流失１軒、家屋全半壊５軒、納屋流失12軒、漁船流失13隻など）。
三陸沿岸大津波襲来（死者２人、行方不明者１人、家屋流失10軒、納屋流失12軒、漁船流失99隻など）。
階上漁業会設立。
小舟渡、榊、荒谷、大蛇の各漁業会が設立される。
大蛇、追越、榊漁港階上村管理第１種漁港に指定。
大蛇漁港整備県単独事業着工。
小舟渡廿一に無人灯台を設置。
チリ地震津波襲来、被害甚大（漁船、漁網など）。
階上漁業協同組合が合併設立（小舟渡、榊、荒谷、大蛇の各漁業会が合併）。
榊漁港整備県単独事業着工。
追越漁港局部改良工事着工。
十勝沖地震、津波襲来、沿岸の被害甚大（漁網など）。
小舟渡漁港改修事業着工。
大蛇漁港局部改良工事着工／第１回観光漁業祭開催（昭和50年まで）。
榊漁港局部改良事業着工。
コンブ、ワカメ、ホヤの増殖事業が始まる／小舟渡漁港改修工事着工。
小舟渡漁港関連道路が開通。
階上漁村センターを新築。
種苗供給施設の完成（大蛇海岸）／県立栽培漁業センター（第１期工事）追越地区に完成。

【1807】
【1854】
【1868】
【1873】
【1896】
【1933】
【1943】
【1949】
【1952】
【1953】
【1959】
【1960】
【1961】
【1962】
【1964】
【1968】
【1969】
【1971】
【1972】
【1973】
【1974】
【1977】
【1979】

文化
安政
慶応
明治
明治
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和

４年
元年
４年
6年
29年
８年
1８年
24年
27年
28年
34年
35年
36年
37年
39年
43年
44年
46年
47年
48年
49年
52年
54年

海の産業史【略年表】
箱メガネによるウニ漁（階上町町制施行20周年記念写真集『ふるさと階上』から）

和
50
年
に
は
ス
ケ
ソ
ウ
の
水
揚
げ
数

量
が
18
万
２
０
０
０
ト
ン
（
65
億
１

０
０
０
万
円
）
と
八
戸
港
の
総
水

揚
げ
の
３
分
の
１
を
占
め
て
い
た
も

の
が
、
54
年
に
は
９
９
０
０
ト
ン

（
11
億
９
０
０
０
万
円
）
と
な
り
、

八
戸
港
全
水
揚
げ
の
１
・
42
パ
ー
セ

ン
ト
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　
や
が
て
「
採
る
漁
業
か
ら
つ
く

り
育
て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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【
町
制
40
年
の
歩
み
】

階
上
は

心
の
ふ
る
さ
と

階
上
は

心
の
ふ
る
さ
と

08

階
上
は

心
の
ふ
る
さ
と

階
上
は

心
の
ふ
る
さ
と

＂
ふ
る
さ
と＂

は
温
か
い
言
葉
、

包
み
込
む
よ
う
な
懐
か
し
い
匂
い
が
し
ま
す
。

そ
し
て
＂
懐
か
し
い＂

と
い
う
言
葉
は
、

慣
れ
親
し
む
と
い
う
意
味
の
「
な
つ
く
」
を
語
源
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
千
年
も
前
の
懐
か
し
さ
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、

人
は
知
ら
な
い
は
ず
の
懐
か
し
さ
も
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
＂
ふ
る
さ
と＂

は
、

そ
こ
に
生
ま
れ
た
人
だ
け
で
は
な
く

愛
着
を
持
っ
た
す
べ
て
の
人
々
の
数
だ
け
あ
り
ま
す
。

昭
和
55
年
の
町
制
施
行
で
「
階
上
町
」
に
な
っ
て
40
年
。

町
に
は
多
く
の
移
住
・
転
入
者
が
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
人
々
も
共
に
、
こ
の
40
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【
町
制
40
年
の
歩
み
】
階
上
は
心
の
ふ
る
さ
と

階
上
は
心
の
ふ
る
さ
と

町
制
施
行
に
よ
り「
階
上
町
」と
な
る
。

町
民
よ
り
公
募「
町
の
花
・
木
・
鳥
」及
び
町
民
憲
章
を
制
定
す
る
。

町
内
初
の
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ（
田
代
）結
成
。

冷
害
に
よ
る
被
害
８
億
６
３
０
０
万
円
に
達
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
け
や
き
」が
結
成
さ
れ
る
。

地
域
集
団
電
話
か
ら
一
般
電
話
と
な
る
。

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー「
潮
風
荘
」が
完
成
。

県
立
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
が
完
成（
ア
ワ
ビ
の
種
苗
生
産
開
始
）。

第
１
次
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
。

登
切
火
防
団
が
町
消
防
団
第
５
分
団
と
し
て
発
足
。

道
仏
中
学
校
校
舎
が
完
成
。

役
場
庁
舎
を
天
当
平
に
移
転
新
築
。

豪
雨
に
よ
り
９
億
８
２
０
０
万
円
の
被
害
を
受
け
る
。

青
森
銀
行
階
上
支
店
が
開
業
。

石
鉢
ふ
れ
あ
い
広
場
が
完
成
。

道
仏
中
学
校
体
育
館
が
完
成
。

駅
前
郵
便
局
が
移
転
新
築
。

田
代
え
ん
ぶ
り
保
存
館
が
完
成
。

南
郷
村
島
守
地
区
で
発
生
し
た
山
林
火
災
が
金
山
沢
地
区
に
飛
び
火

18
㏊
焼
失（
被
害
額
約
１
千
万
円
）。

民
俗
資
料
収
集
館
が
オ
ー
プ
ン
。

第
１
回
む
つ
湾
一
周
駅
伝
競
走
大
会
で
町
の
部
準
優
勝（
大
会
は
平
成

４
年
ま
で
）。

階
上
岳
に
漁
業
無
線
局
が
完
成
。

中
央
体
育
館
が
オ
ー
プ
ン
。

農
村
婦
人
の
家
が
完
成
。

青
森
放
送
の
階
上
テ
レ
ビ
局
が
開
局
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。

町
消
防
団
第
２
分
団（
田
代
）が
全
国
消
防
操
法
大
会
で
優
良
賞
受
賞
。

平
内
え
ん
ぶ
り
保
存
館
が
完
成
。

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
る
。

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
役
場
に
導
入
。

石
鉢
小
学
校
校
舎
が
完
成
。

町
消
防
団
が
県
知
事
表
彰
旗
を
受
賞
。

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー（
現
町
民
体
育
館
）が
オ
ー
プ
ン
。

昭
和
55
年

昭
和
56
年

昭
和
57
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

蒼
前
集
会
所
が
完
成
。

誘
致
企
業
第
１
号「
島
田
縫
製
㈲
階
上
工
場
」が
操
業
開
始
。

国
際
森
林
年
町
制
施
行
５
周
年
記
念
植
樹
祭
を
開
催
。

第
37
回
郡
総
合
体
育
大
会
が
本
町
で
開
催
さ
れ
る（
軟
式
野
球
、陸

上
男
子
優
勝
）。

町
老
連
創
立
20
周
年
記
念
町
老
人
福
祉
大
会
を
開
催
。

金
山
沢
地
区
に
河
川
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
。

第
14
回
国
勢
調
査（
人
口
１
万
１
５
４
７
人
、伸
び
率
県
下
１
位
）。

正
部
家
奨
氏
が「
階
上
町
史
」を
発
行
す
る
。

町
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

第
１
回
肉
牛
共
進
会
を
開
催
。

町
初
の
ロ
ー
プ
塔
が
登
切
小
学
校
ス
キ
ー
場
に
完
成
。

鳥
屋
部
え
ん
ぶ
り
保
存
館
が
完
成
。

第
１
回
は
し
か
み
い
ち
ご
煮
祭
り
を
開
催
。

道
仏
中
新
体
操
部
東
北
大
会
６
連
勝
達
成
。

観
光
列
車「
町
民
号
」岩
手
県
へ
運
行
さ
れ
る
。

登
切
小
学
校
に
緑
の
少
年
団
を
結
成
。

第
１
回
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
を
開
催
。

八
戸
圏
域
水
道
企
業
団
設
立
、旧
役
場
庁
舎
に
階
上
事
業
所
設
置
。

患
者
輸
送
バ
ス
を
民
間
委
託
。

赤
保
内
駒
踊
保
存
館
が
完
成
。

大
蛇
小
学
校
校
舎
、体
育
館
新
築
落
成
。

「
は
し
か
み
の
女（
ひ
と
）」レ
コ
ー
ド
に
な
る
。

大
蛇
漁
港
に
海
産
物
簡
易
加
工
処
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

階
上
岳
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
レ
ピ
ー
タ
局
が
開
局
。

第
１
回
町
内
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催
。

第
１
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催（
平
成
８
年
ま
で
）。

田
代
小
・
中
学
校
校
舎
が
移
転
新
築
さ
れ
る
。

第
10
回
産
業
と
文
化
の
祭「
臥
牛
祭
」開
催
。

ほ
う
れ
ん
そ
う
雨
除
け
ハ
ウ
ス
栽
培
が
行
わ
れ
る
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
役
場
に
導
入
。

道
仏
神
楽
保
存
館
が
完
成
。

野
沢
ス
キ
ー
場
が
完
成
。

防
災
行
政
用
無
線
局
が
開
局
。

蒼
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
が
完
成
。
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1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

昭
和
61
年

昭
和
62
年

昭
和
63
年

10

「
町
の
花
・
木
・
鳥
」
や
町
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
、

第
１
回
は
し
か
み
い
ち
ご
煮
祭
り
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
町
の
形
が
で
き
て
い
っ
た
。

役場庁舎が完成（昭和57年）第１回はしかみいちご煮祭り（昭和61年）

1980～1990
【10周年まで】昭和55年～平成２年

町制施行で新しい看板を掲げる荒谷町長（昭和55年）

豪雨で道仏川の河岸決壊。
水田の畦畔流失（昭和57年）

第1回町内駅伝競走大会
（昭和62年）

「はしかみ101フェスティバル」でのロックコンサート（平成２年）

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2
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大
渡
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
完
成（
昭
和
59
年
着
工
）。

町
消
防
団
が
日
本
消
防
協
会
表
彰（
表
彰
旗
）を
受
け
る
。

金
山
沢
地
区
に「
ふ
る
さ
と
河
川
公
園
」が
完
成
。

階
上
町
国
民
健
康
保
険
事
業
施
行
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

一
部
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
廃
止
し
て
、路
線
バ
ス
無
料
乗
車
券
を
交
付
。

「
光
の
ふ
る
さ
と
創
造
事
業
」に
よ
り
階
上
中
学
校
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明

施
設
、西
部
地
区
に
農
産
物
加
工
施
設
、東
部
地
区
に
海
産
物
加
工
施
設

を
整
備
。

階
上
誕
生
１
０
１
年
、町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。記
念
植

樹
、タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設
、モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
作
製
、は
し
か
み
小
唄

制
定
、記
念
パ
レ
ー
ド
、は
し
か
み
１
０
１
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
。

ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流
が
行
わ
れ
る
。

小
舟
渡
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
が
完
成
。

第
15
回
国
勢
調
査（
人
口
１
万
２
９
５
９
人
、伸
び
率
県
下
第
１
位
）。

笹
山
秀
雄
氏
第
11
回
北
京
ア
ジ
ア
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
52
㎏
級
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得
。

第
２
次
階
上
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
。

春
秋
の
清
掃
指
導
を
廃
止
。町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
始
め
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
交
付
事
業
が
始
ま
る
。

平
内
鶏
舞
・
え
ん
ぶ
り
組
国
立
劇
場
で
民
俗
芸
能
を
上
演
。

第
43
回
郡
総
合
体
育
大
会
本
町
で
開
催（
陸
上
男
女
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
、野
球
、サ
ッ
カ
ー
優
勝
）。

が
ん
検
診（
胃
、大
腸
、肺
、子
宮
、乳
が
ん
）が
無
料
と
な
る
。

突
風
に
よ
り
校
舎
、民
家
等
被
害
を
受
け
る（
９
月
28
日
、最
大
瞬
間

風
速
38
・
８
ｍ
）。

階
上
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
設
立
。

第
１
回
町
長
旗
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。

青
森
県
葉
た
ば
こ
共
進
会
を
本
町
で
開
催
。

町
職
員
海
外
視
察
研
修
制
度
が
始
ま
る
。

第
１
回
新
年
互
礼
会
が
開
催
さ
れ
る
。

児
童
数
の
増
加
に
よ
り
石
鉢
小
学
校
新
増
改
築
完
成
。

八
戸
圏
域
水
道
企
業
団
階
上
事
業
所
が
廃
止
さ
れ
、八
戸
ブ
ロ
ッ
ク
に

統
合
。

町
木「
け
や
き
」の
造
林
始
ま
る
。

町
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン（
屋
内
50
ｍ
は
県
内
初
）。

第
１
回
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
。

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
併
設
完
成
し「
ハ
ー

ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
。

第
13
回
北
奥
羽
選
抜
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
で
階
上
ク
ラ
ブ
が
優
勝
。

老
人
保
健
法
に
よ
る
保
健
事
業
推
進
功
労
団
体
と
し
て
町
が
厚
生
大
臣

表
彰
受
賞
。

役
場
完
全
週
休
２
日
制
と
す
る
。

無
火
災
３
６
５
日
を
達
成
。

文
部
省
調
査
統
計
功
労
に
よ
り
町
教
育
委
員
会
が
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
。

不
燃
物
最
終
処
分
場
が
完
成
。

ふ
る
さ
と
に
ぎ
わ
い
広
場
が
建
設
省
の「
道
の
駅
」に
登
録
さ
れ
る
。

金
山
沢
小
学
校
の
新
校
舎
・
体
育
館
が
完
成
。

第
62
回
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
自
転
車
競
技
選
手
権
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が

開
催
さ
れ
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
は
し
か
み
１
３
０
０
０
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。

階
上
駅
前
商
店
街
に
ス
ズ
ラ
ン
灯（
63
基
）を
設
置
。

石
鉢
小
学
校
が
第
13
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
県
大
会
で
優
勝
し

全
国
大
会
に
出
場
。

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
に
中
央
公
民
館
を
移
転
し
旧
中
央
公
民

館
を
赤
保
内
地
区
公
民
館
と
改
称
。

記
録
的
な
冷
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害（
水
稲
作
況
指
数
２
、農
作
物
被
害

総
額
約
４
億
３
千
万
円
）。

田
中
和
五
郎
氏（
鳥
屋
部
）青
森
県
長
寿
者
第
１
位
と
な
る（
１
０
４
歳
）。

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
が
始
ま
る
。

役
場
庁
舎
完
全
分
煙
を
実
施
。

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
・
小
学
生
国
内
派
遣
事
業
が
始
ま
る
。

階
上
小
学
校
新
築
校
舎
・
体
育
館
が
完
成
。

郷
土
誌「
は
し
か
み
」50
号
が
発
行
さ
れ
る
。

八
戸
警
察
署
階
上
交
番
が
完
成
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
ブ
ラ
メ
i
n
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
町
の
魚

「
ア
ブ
ラ
メ
」を
制
定
。

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
る
。

不
燃
ご
み
収
集
を「
か
ご
収
集
方
式
」と
す
る（
県
内
初
）。

大
蛇
火
防
団
が
町
消
防
団
第
６
分
団
と
し
て
発
足
。

町
民
海
外
研
修
制
度
が
始
ま
る
。

三
陸
は
る
か
沖
地
震（
12
月
28
日
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５
）及
び
余
震（
平

成
７
年
１
月
７
日
）襲
来
、被
害
甚
大（
負
傷
者
８
人
、住
家
半
壊
30
軒
、一

部
損
壊
４
５
０
棟
ほ
か
）。

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

1
9
9
3

1
9
9
4

平
成
５
年

平
成
６
年

11

第１回つつじマラソン大会（平成４年）

町民プールがオープン（平成４年）
人口1万3000人突破を記念して開催された

「13000フェスティバル」（平成５年）
青森・岩手県境交通安全推進大会20回目を記念して行われた

小舟渡小学校児童による風船メッセージ（平成６年）

金山沢小学校児童による松館川の水質調査
「せせらぎウオッチング」（平成６年）

新装オープンした「ハートフルプラザ・はしかみ」を
主会場に開催された「臥牛祭」（平成４年）

「
道
の
駅
は
し
か
み
」
や

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
階
上
」
が
オ
ー
プ
ン
。

人
口
が
1
万
5
0
0
0
人
を
突
破
。

1990～2000
【20周年まで】平成２年～平成12年



【
町
制
40
年
の
歩
み
】
階
上
は
心
の
ふ
る
さ
と

階
上
は
心
の
ふ
る
さ
と

「道の駅はしかみ」がオープン（平成７年）人口1万5000人を突破、
記念として町の木

「つつじ」が贈られる
（平成11年）

階上岳登山口に「臥牛の塔」が完成（平成12年）

階上岳登山口に「フォレストピア階上」がオープン（写真左奥／平成10年）町制施行20周年を祝う「くす玉割り」（平成12年）

滝端遺跡で縄文後期の頭部はめ込み式土偶
「膝を抱える土偶」が発掘される（平成10年）

1990～2000
【20周年まで】平成２年～平成12年

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

登
切
小
学
校
の
新
校
舎
・
体
育
館
が
完
成
。

町
営
住
宅
つ
く
し
ケ
丘
団
地
が
完
成
。

㈶
は
し
か
み
町
産
業
振
興
会
設
立
。

観
光
物
産
館
・
ふ
る
さ
と
に
ぎ
わ
い
広
場「
道
の
駅
は
し
か
み
」オ
ー
プ
ン
。

第
１
次
階
上
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
。

十
文
字
友
和
氏（
追
越
）が
大
相
撲
春
場
所
三
段
目
全
勝
優
勝
。

八
戸
東
消
防
署
階
上
分
署
が
完
成
。

追
越
地
区
に
ア
ス
ナ
公
園
が
オ
ー
プ
ン
。

町
民
プ
ー
ル
を
温
水
化
と
す
る
。

町
制
施
行
15
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。記
念
パ
レ
ー
ド
、町
の
魚「
ア
ブ
ラ

メ
」放
流
、記
念
植
樹
、メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
タ
を
実
施
。

階
上
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
る
。

階
上
中
学
校
の
新
校
舎
・
体
育
館
が
完
成
。

金
山
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

笹
山
秀
雄
氏（
駅
前
）ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に

出
場
。

階
上
中
学
校
女
子
体
操
部
・
ゆ
か
だ
ん
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
が
全
国
大

会
に
出
場
。

第
１
回
階
上
町
産
業
振
興
祭
を
開
催
。

石
鉢
火
防
団
が
第
７
分
団（
石
鉢
）と
し
て
発
足
。

公
衆
衛
生
活
動
に
よ
り
、町
保
健
協
力
員
会
が
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

「
階
上
町
史
」史
料
編
Ⅰ
を
発
行
。

金
山
沢
簡
易
水
道
が
完
成
。

階
上
み
ょ
う
た
ん
柿
ワ
イ
ン
を
発
売
。

階
上
都
市
計
画
用
途
地
域
が
決
定
。

第
48
回
青
森
県
植
樹
祭
を
登
切
小
学
校
で
開
催
。

階
上
ク
ラ
ブ（
軟
式
野
球
）が
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
。

高
雄
市（
台
湾
）の
民
族
国
民
中
学
校
が
来
町
し
、階
上
・
道
仏
両
中
学
校

と
交
流
を
図
る
。

赤
保
内
小
学
校
の
新
校
舎
・
体
育
館
が
完
成
。

大
蛇
小
学
校
が
大
蛇
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
で
運
輸
大
臣
賞
を
受
賞
。

十
文
字
改
め
階
ケ
嶽
が
町
初（
明
治
以
降
）の
関
取
と
な
る
。

第
９
回
全
国
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会
で
階
上
町
女
子
優
勝
。

地
方
自
治
法
施
行
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
i
n
は
し
か
み
を
開
催
。

「
郷
土
の
偉
人
・
太
田
広
城
」を
語
る
。

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
10
年

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

鳥
屋
部
地
区
住
宅
用
地「
ト
ウ
ィ
ン
ク
ル
タ
ウ
ン
大
鶴
音
」が
完
成
し
分

譲
を
開
始
。

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
階
上
」が
登
山
口
に
オ
ー
プ
ン
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達
成（
７
月
31
日
）。記
念
交
通
安
全
町
民
大

会
を
開
催
。

西
光
寺
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
保
存
会
が
第
48
回
全
国
民
俗
芸
能
大
会
に
出
演
。

東
北
地
区
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
研
究
大
会
を
階
上
町
で
開
催
。

階
上
町
総
合
防
災
訓
練
を
初
め
て
実
施
。

滝
端
遺
跡
で
縄
文
後
期
の
頭
部
は
め
込
み
式
土
偶
が
発
掘
さ
れ
る
。

役
場
業
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
。総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
。

町
の
元
気
の
た
め
に
地
域
振
興
券
交
付
事
業
が
開
始
さ
れ
る
。

住
民
登
録
人
口
１
万
５
０
０
０
人
を
突
破（
12
月
３
日
）。

階
上
都
市
計
画
道
路
が
決
定
。

町
民
プ
ー
ル
が
入
場
者
１
万
人
を
突
破
。

大
蛇
地
区
の
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
完
成
。

町
の
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て「
臥
牛
の
塔
」を
設
置
。

第
２
次
階
上
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
。

第
３
次
階
上
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
。

道
仏
小
学
校
校
舎
が
完
成（
町
内
小
学
校
の
す
べ
て
が
近
代
化
と
な
る
）。

十
文
字
関
が
幕
内
に
昇
進
す
る
。

石
鉢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
災
害
対
策
緊
急
給
水
施
設
が
完
成
。

階
上
町
文
化
協
会
設
立
。

町
制
施
行
20
周
年
式
典
を
挙
行（
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
制
定
・
盆

踊
り
大
会
・
記
念
写
真
集
の
発
刊
・
子
ど
も
議
会
等
）。

「
階
上
町
史
」史
料
編
Ⅱ
・
通
史
編
Ⅰ
を
発
行
。

市
町
村
合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
す
る
県
内
初
の
住
民
発
議
が
さ
れ

る（
12
月
５
日
）。

大
蛇
小
学
校
が
学
校
給
食
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

蒼
前
地
区
の
住
所
変
更（
町
名
整
理
事
業
）が
行
わ
れ
る
。

八
戸
市
・
階
上
町
・
福
地
村
・
南
郷
村
合
併
検
討
協
議
会（
任
意
）が
発
足

す
る
。

「
階
上
町
史
」通
史
編
Ⅱ
を
発
行
。

道
仏
婦
人
会
の
花
壇
整
備
活
動
が
認
め
ら
れ
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

耳
ケ
吠
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
愛
称
ふ
れ
あ
い
館
）が
完
成
。

12

協働のまちづくり住民懇談会（平成19年）

第１回合併検討協議会（平成13年）

第１回階上早生新そば祭り（平成19年）
八戸南道路の八戸南インターチェンジ～
種差海岸階上岳インターチェンジ間が

開通（平成19年）「階上早生」階上そばの
商標登録される（平成20年）

階
上
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
制
定
さ
れ
、

「
階
上
早
生
」
階
上
そ
ば
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
始
ま
る
。

2000～2010
【30周年まで】平成12年～平成22年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

は
し
か
み
U
H
C（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
）が
全
国
大
会

低
学
年
混
成
の
部
で
優
勝
。

学
校
週
５
日
制
を
完
全
実
施
。

市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
を
町
内
９
会
場
で
実
施
。

階
上
町
が
八
戸
市
、福
地
村
、南
郷
村
、名
川
町
、南
部
町
、田
子
町
と
合

併
す
る
こ
と
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る（
２
月
９
日
執

行
）。

八
戸
地
域
合
併
協
議
会（
法
定
）が
発
足
。

石
鉢
地
区
に
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館
が
完
成
。

鳥
屋
部
地
区
に
森
の
交
流
館
が
完
成
。

冷
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
る（
作
況
指
数
14
、農
作
物
被
害
総
額
約
１

億
３
２
０
０
万
円
）。

は
し
か
み
U
H
C 

が
全
国
大
会
小
学
生
高
学
年
の
部
で
優
勝
。

「
階
上
町
が
八
戸
市
、福
地
村
、南
郷
村
、名
川
町
、南
部
町
、田
子
町
及

び
新
郷
村
と
合
併
す
る
こ
と
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」の

議
案
が
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
、八
戸
地
域
合
併
協
議
会
か
ら

離
脱
。

八
戸
地
域
合
併
協
議
会
が
廃
止
さ
れ
る
。

寺
下
遺
跡
か
ら
鹿
角
製
腰
飾
り
が
発
掘
さ
れ
る
。

し
る
し
平
〜
石
倉
線
の
登
山
車
道
が
開
通
、階
上
岳
の
道
路
整
備
が
完

了
す
る
。

Ｊ
Ｒ
階
上
駅
の
開
業
80
周
年
を
祝
う
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
る
。

第
３
次
階
上
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
。

階
上
岳
つ
つ
じ
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
が
完
成
。

第
１
回
階
上
町
歴
史
講
座
が
開
催
さ
れ
る
。

列
車
運
行
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
に
伴
い
、Ｊ
Ｒ
階
上
駅
の
腕
木
式
信
号

機
が
80
年
の
役
割
を
終
え
て
撤
去
さ
れ
る
。

青
色
回
転
灯
を
搭
載
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
出
発
式
が
行
わ
れ
る

（
県
内
２
例
目
）。

大
蛇
地
区
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業（
集
落
道
３
路
線
、漁
業
集
落
排

水
処
理
施
設
、雨
水
排
水
路
２
カ
所
、緑
地
広
場
２
カ
所
）が
完
成
。

奇
峰
学
秀
作
の
木
彫
仏
像
が
鳥
屋
部
地
区
で
発
見
さ
れ
る
。

階
上
町
連
合
婦
人
会
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。

第
１
回
階
上
岳
横
断
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
が
発
足
。

日
韓
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
韓
国
・
麗
水
市
）で
大
前
典
男
氏（
平
内
）と
谷
川

保
博
氏（
金
山
沢
）が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

第
21
回
い
ち
ご
煮
祭
り
で「
元
祖
い
ち
ご
煮
」が
限
定
販
売
さ
れ
る
。

地
域
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
養
成
の
た
め
の「
ふ
る
さ
と
か
だ
り
塾
」を
開
講
。

十
文
字
関
が
大
相
撲
九
州
場
所
で
初
の
十
両
優
勝
。

階
上
そ
ば
振
興
委
員
会「
階
上
そ
ば
り
え
」を
設
立
。

階
上
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
る
た
め
、階
上
の
味
普
及
推
進
協
議
会
を
設
立
。

榊
漁
港
漁
場
機
能
高
度
化
事
業
が
完
成
。

「
階
上
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
制
定
。町
内
６
カ
所
で
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
住
民
懇
談
会
を
実
施
。

八
戸
南
道
路
の
八
戸
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
〜
種
差
海
岸
階
上
岳
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
３
・
４
㎞
が
開
通
。

階
上（
種
市
）岳
に
完
成
し
た
八
戸
局
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
開
始（
８

月
１
日
）。

イ
ベ
ン
ト
列
車「
風
っ
こ
シ
ー
ガ
ル
号
」が
階
上
駅
〜
八
戸
駅
間
で
運
行
。

田
代
地
区
振
興
計
画
実
行
委
員
会
が
、平
成
19
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り

全
国
表
彰
事
業
で
東
北
農
政
局
長
賞
を
受
賞
。

第
１
回
階
上
早
生
新
そ
ば
祭
り
を
開
催
。

Ｊ
Ｒ
階
上
駅
前
に
腕
木
式
信
号
機
を
復
元
設
置
。

新
成
人
が
組
織
す
る
成
人
式
実
行
委
員
会
企
画
運
営
の
成
人
式
が
行
わ
れ
る
。

有
形
文
化
財
９
点
、無
形
民
俗
文
化
財
２
点
、天
然
記
念
物
１
点
を
町
文

化
財
指
定
す
る
。

町
連
合
婦
人
会
が
町
民
歌「
光
の
ふ
る
さ
と
」に
健
康
体
操
の
振
り
付
け

を
す
る
。

原
油
高
騰
対
策
と
し
て
福
祉
灯
油
券
を
発
行
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
完
成
。

全
19
行
政
区
で
作
成
し
た「
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」が
完
成
。

階
上
駅
前
に「
階
上
駅
信
号
小
屋
」を
復
元
。

階
上
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め「
階
上
早
生
」階
上
そ
ば
の
商
標
登
録
す
る
。

石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館
に
町
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。

町
営
住
宅
榊
山
団
地
の
移
転
新
築
工
事
完
成
。

八
戸
圏
域
水
道
企
業
団
管
轄
区
域
に
お
い
て
断
水
事
故
が
起
き
る（
１
月

１
日
）。

石
鉢
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
が
青
森
県
知
事
表
彰
を
受
賞
。

階
上
中
学
校
の
耐
震
化
工
事
が
完
了
。

町
内
全
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
完
了
。

町
民
の
交
通
手
段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
本
格
運
行
。

茨
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
。

日
米
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
は
し
か
み
が
開
催
さ
れ
る
。

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
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平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年
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【
町
制
40
年
の
歩
み
】
階
上
は
心
の
ふ
る
さ
と

階
上
は
心
の
ふ
る
さ
と

広
報
は
し
か
み
６
０
０
号
が
発
行
さ
れ
る（
第
１
号
は
昭
和
30
年
９
月
15
日
）。

八
戸
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
。

臥
牛
の
郷
生
活
研
究
連
絡
協
議
会
が
ふ
る
さ
と
の
伝
統
料
理
集「
階
上

町
の
伝
統
料
理
」を
発
刊
。

町
初
の
女
性
副
町
長（
久
保
和
子
氏
）が
選
任
さ
れ
る
。

第
４
次
階
上
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
。

南
米
チ
リ
中
部
で
発
生
し
た
巨
大
地
震
で
、青
森
県
か
ら
宮
城
県
に
か

け
て
大
津
波
警
報
が
発
令
。

第
４
次
階
上
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
。

階
上
町
名
誉
町
民
条
例
を
制
定
。第
１
号
に
上
野
正
藏
氏
。

は
し
か
み
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
。

登
切
小
学
校
が
閉
校（
１
３
５
年
の
歴
史
に
幕
）。　

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
新
築
、オ
ー
プ
ン（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ〈
ハ
サ
ッ

プ
〉概
念
を
導
入
し
た
オ
ー
ル
電
化
、ド
ラ
イ
方
式
）。　

町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達
成（
５
月
28
日
）。

旧
中
央
保
育
所
跡
地
に
あ
お
ぞ
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
。

三
八
支
部
消
防
操
法
大
会
で
第
５
分
団（
登
切
）が
ポ
ン
プ
自
動
車
の

部
で
優
勝
。第
26
回
青
森
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
準
優
勝
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
年
を
達
成（
８
月
31
日
）。

ふ
る
さ
と
は
し
か
み
会
設
立
。

道
の
駅
は
し
か
み
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
。

大
蛇
・
小
舟
渡
地
区
に
町
内
初
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
。

町
消
防
団
が
消
防
庁
長
官
表
彰
旗
を
受
賞
。

東
日
本
大
震
災
発
生
。東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
大
津
波
襲
来
。

（
３
月
11
日
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、階
上
町
震
度
５
強
）人
的
被
害
な

し
、住
家
、店
舗
、浜
小
屋
等
全
半
壊
92
軒
、漁
船
流
失
・
損
壊
１
２
４
隻

他
被
害
甚
大
。被
害
額
13
億
３
６
０
０
万
円
。

金
山
沢
小
学
校
が
閉
校（
86
年
の
歴
史
に
幕
）。

元
幕
内
十
文
字
が
引
退
。

防
災
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）を
整
備
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
願
し
、「
が
ん
ば
ろ
う
！
は
し
か
み

復
興
市
i
n
大
蛇
」を
開
催
。

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
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2
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台
風
15
号
に
よ
る
大
雨
で
河
川
・
道
路
に
被
害
。

自
主
防
災
組
織
が
全
行
政
区
で
組
織
化
さ
れ
、町
内
世
帯
カ
バ
ー
率
１

０
０
％
と
な
る
。

階
上
町
震
災
復
興
計
画
を
策
定
。

戸
籍
管
理
を
シ
ス
テ
ム
化
。

町
消
防
団
第
１
分
団
屯
所
を
移
転
新
築
。

旧
登
切
小
学
校
を
改
修
し「
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン
。

三
八
地
区
消
防
操
法
大
会
で
第
１
分
団（
小
舟
渡
）が
ポ
ン
プ
自
動
車
の

部
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
の
両
部
門
で
優
勝
。第
27
回
青
森
県
消
防
操

法
大
会
に
両
部
門
出
場
し
、小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
準
優
勝
。

階
上
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
結
成
50
周
年
を
迎
え
る
。

階
上
Ｉ
Ｃ
が
完
成
し
、復
興
道
路
と
し
て
八
戸
南
道
路
が
全
線
開
通
。

階
上
町
津
波
避
難
計
画
を
策
定
。

八
戸
学
院
大
学
と
連
携
協
力
協
定
締
結
。

大
蛇
三
地
区
集
会
所
が
完
成
。

道
仏
公
民
館
耐
震
補
強
・
改
修
工
事
が
完
了
。

沿
岸
監
視
カ
メ
ラ
設
置
、映
像
公
開
を
開
始
。

原
因
不
明
の
連
続
林
野
火
災
発
生（
29
件
、９
・
16
㏊
焼
失
）。

階
上
岳
・
階
上
海
岸
ご
み
一
掃
大
作
戦
が
行
わ
れ
る
。

階
上
岳
・
階
上
海
岸
が
三
陸
復
興
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
。

階
上
町
ふ
る
さ
と
大
使
に
古
屋
敷
裕
大
さ
ん
が
就
任
。

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
町
内
カ
バ
ー
率
１
０
０
％
と
な
る
。

第
１
回
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
階
上
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
北
部
ル
ー
ト
が
開
通
。

階
上
駅
新
駅
舎
が
完
成
。

記
録
的
な
大
雪
に
よ
り
農
作
物
等
が
被
害
を
受
け
る
。

階
上
町
庁
舎
耐
震
補
強
・
改
修
工
事
が
完
了
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
階
上
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

三
八
地
区
消
防
操
法
大
会
で
第
１
分
団（
小
舟
渡
）が
ポ
ン
プ
自
動
車

の
部
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
の
両
部
門
で
優
勝
。第
28
回
青
森
県
消

防
操
法
大
会
で
も
両
部
門
で
優
勝
。

階
上
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
を
設
立
。

第
24
回
全
国
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
第
１
分
団（
小
舟

渡
）が
出
場
し
、敢
闘
賞
受
賞
。佐
京
喜
一
２
番
員
が
優
秀
選
手
賞
を

受
賞
。

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
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東
日
本
大
震
災
発
生
。

三
陸
復
興
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
ほ
か
、

「
は
し
か
み
ハ
マ
の
駅
あ
る
で
ぃ
〜
ば
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。

2010～2020
【40周年まで】平成22年～令和２年

登切小学校閉校式典（平成22年）

階上町自主防災組織連絡協議会を設立（平成26年）

「わっせ交流センター」での新そば祭り（平成24年）

八戸南道路が全線開通（平成25年）

移転新築した大蛇三地区集会所（平成25年）

はしかみ健康フォーラムでの「健康宣言」（平成29年）

第86回全日本自転車競技選手権大会
ロード・レース開催（平成29年）

まちづくりコーディネーター養成講座
「はしかみベース」第７回修了式での

記念撮影（平成29年）

広
報
は
し
か
み
６
０
０
号
が
発
行
さ
れ
る（
第
１
号
は
昭
和
30
年
９
月
15
日
）。

八
戸
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
。

臥
牛
の
郷
生
活
研
究
連
絡
協
議
会
が
ふ
る
さ
と
の
伝
統
料
理
集「
階
上

町
の
伝
統
料
理
」を
発
刊
。

町
初
の
女
性
副
町
長（
久
保
和
子
氏
）が
選
任
さ
れ
る
。

第
４
次
階
上
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
。

南
米
チ
リ
中
部
で
発
生
し
た
巨
大
地
震
で
、青
森
県
か
ら
宮
城
県
に
か

け
て
大
津
波
警
報
が
発
令
。

第
４
次
階
上
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
。

階
上
町
名
誉
町
民
条
例
を
制
定
。第
１
号
に
上
野
正
藏
氏
。

は
し
か
み
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
。

登
切
小
学
校
が
閉
校（
１
３
５
年
の
歴
史
に
幕
）。　

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
新
築
、オ
ー
プ
ン（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ〈
ハ
サ
ッ

プ
〉概
念
を
導
入
し
た
オ
ー
ル
電
化
、ド
ラ
イ
方
式
）。　

町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達
成（
５
月
28
日
）。

旧
中
央
保
育
所
跡
地
に
あ
お
ぞ
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
。

三
八
支
部
消
防
操
法
大
会
で
第
５
分
団（
登
切
）が
ポ
ン
プ
自
動
車
の

部
で
優
勝
。第
26
回
青
森
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
準
優
勝
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
年
を
達
成（
８
月
31
日
）。

ふ
る
さ
と
は
し
か
み
会
設
立
。

道
の
駅
は
し
か
み
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
。

大
蛇
・
小
舟
渡
地
区
に
町
内
初
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
。

町
消
防
団
が
消
防
庁
長
官
表
彰
旗
を
受
賞
。

東
日
本
大
震
災
発
生
。東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
大
津
波
襲
来
。

（
３
月
11
日
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、階
上
町
震
度
５
強
）人
的
被
害
な

し
、住
家
、店
舗
、浜
小
屋
等
全
半
壊
92
軒
、漁
船
流
失
・
損
壊
１
２
４
隻

他
被
害
甚
大
。被
害
額
13
億
３
６
０
０
万
円
。

金
山
沢
小
学
校
が
閉
校（
86
年
の
歴
史
に
幕
）。

元
幕
内
十
文
字
が
引
退
。

防
災
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）を
整
備
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
願
し
、「
が
ん
ば
ろ
う
！
は
し
か
み

復
興
市
i
n
大
蛇
」を
開
催
。

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

階
上
早
生
そ
ば
焼
酎「
早
生
の
め
ぐ
み
」発
売
。

八
戸
学
院
大
学
、八
戸
学
院
短
期
大
学
と
連
携
協
力
協
定
締
結
。

小
舟
渡
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
消
防
長
官
表
彰
を
受
賞
。

小
舟
渡
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
が
青
森
県
知
事
表
彰
を
受
賞
。

町
消
防
団
第
４
分
団
屯
所
移
転
新
築
、ポ
ン
プ
自
動
車
更
新
。

旧
金
山
沢
小
学
校
を
改
修
し「
金
山
沢
水
郷
館
」が
完
成
。

階
上
町
庁
舎
１
階
フ
ロ
ア
改
修
工
事
完
了
、ワ
ン
フ
ロ
ア
サ
ー
ビ
ス
が

可
能
に
。

階
上
町
民
文
化
祭
に
お
い
て「
階
上
の
偉
人
展
―
太
田
広
城
の
足
跡
を

辿
る
―
」を
開
催
。

大
蛇
さ
ざ
波
歩
道
橋
が
完
成
。

道
仏
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
。

第
５
次
階
上
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
。

階
上
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
。

東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ

３
・
11
津
波
防
災
行
事
を
開
催
。

大
蛇
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
消
防
長
官
表
彰
を
受
賞
。

三
八
地
区
消
防
操
法
大
会
で
第
１
分
団（
小
舟
渡
）が
ポ
ン
プ
自
動
車

の
部
で
優
勝
。第
29
回
青
森
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
、準
優
勝
。

道
仏
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

健
康
宣
言
を
実
施
し
、庁
舎
内
禁
煙
と
な
る
。

有
形
文
化
財
３
点
、天
然
記
念
物
１
点
を
町
文
化
財
指
定
す
る
。

田
代
小
中
学
校
が
閉
校（
95
年
の
歴
史
に
幕
）。

第
86
回
全
日
本
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
が
開
催
さ

れ
る
。

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座「
は
し
か
み
ベ
ー
ス
」を
開

講（
全
７
回
）。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達
成
。（
10
月
24
日
）

田
代
集
会
所
が
移
転
新
築
さ
れ
る
。

階
上
早
生
生
誕
百
周
年
を
迎
え
る
。

第
２
次
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
地
区
計
画
が
完
成
。

太
田
広
城
生
誕
１
８
０
年
記
念
事
業
を
開
催（
生
家
跡
説
明
板
設
置

等
）。

海
業
支
援
施
設「
は
し
か
み
ハ
マ
の
駅
あ
る
で
ぃ
〜
ば
」が
オ
ー
プ
ン
。

道
仏
中
学
校
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
。

青
森
県
立
八
戸
水
産
高
等
学
校
と
連
携
協
定
締
結
。

三
八
地
区
消
防
操
法
大
会
で
第
１
分
団（
小
舟
渡
）が
ポ
ン
プ
自
動
車

の
部
で
優
勝
。第
30
回
青
森
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
、優
勝
。

八
戸
工
業
大
学
と
連
携
協
定
締
結
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
最
長
記
録
１
３
４
３
日
を
達
成（
10
月
２
日
）。

階
上
町
ふ
る
さ
と
大
使
に
古
屋
敷
裕
大
さ
ん
を
再
委
嘱
。

役
場
庁
舎
な
ど
の
敷
地
内
全
面
禁
煙
を
実
施
。

関
係
団
体
と
空
き
家
等
の
対
策
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

「
階
上
町
町
勢
要
覧
2
0
1
9
」を
刊
行
。

は
し
か
み
ハ
マ
の
駅
あ
る
で
ぃ
〜
ば
来
場
者
が
40
万
人
を
達
成（
9
月

28
日
）。

台
風
19
号
に
よ
り
観
測
史
上
最
大
の
雨
量
を
記
録
。

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
旧
姓（
旧
氏
）

の
併
記
が
可
能
に
。

厚
生
労
働
省
主
催
の「
第
8
回
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」

生
活
習
慣
病
予
防
分
野
の
自
治
体
部
門
で
階
上
町
が「
厚
生
労
働
大
臣

優
秀
賞
」を
受
賞
。

第
５
次
階
上
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
1
8
0
0
日
を
達
成（
１
月
２
日
）。

は
し
か
み
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。「
厚
生
労
働
大
臣
優
秀
賞
」受
賞

記
念
講
演
会
で
三
浦
雄
一
郎
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
る
。

階
上
交
番
が
移
転
新
築
さ
れ
る
。

第
６
次
階
上
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
。

第
２
期
階
上
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
。

令
和
元
年

令
和
２
年

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0
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第86回全日本自転車競技選手権大会
ロード・レース開催（平成29年）

まちづくりコーディネーター養成講座
「はしかみベース」第７回修了式での

記念撮影（平成29年）

八戸工業大学感性デザイン学部の
学生２人が制作した「階上早生」

生誕100年の記念ポスター（平成30年）

19行政区で作成された
「第２次地区まちづくり計画書」

（平成30年）

角柄折の太田広城生家跡に設置された
説明板除幕式（平成30年）

オープンした「はしかみハマの駅
あるでぃ～ば」（平成30年）

「第８回健康寿命をのばそう！アワード」
生活習慣病予防分野で「厚生労働大臣優秀賞」受賞

（令和元年）

交通死亡事故ゼロ1800日達成（令和2年）



階上の地名を訪ねて

　
地
名
こ
そ
、
そ
の
土
地
の
成
り
立
ち

を
示
す
「
言
葉
の
化
石
」
と
い
え
ま
す
。

自
分
の
住
む
場
所
の
地
名
由
来
は
何
か
、

人
に
よ
っ
て
見
解
は
異
な
り
ま
す
が
、

そ
の
背
景
に
は
地
形
や
生
活
文
化
が
あ

り
ま
す
。

　
階
上
町
に
は
約
３
５
０
の
字
名
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
時
代
の
変

遷
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
町
民
が
住
む
土
地
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
現
行
行
政

地
名
８
地
区
（
五
十
音
順
）
の
地
名
と

特
徴
的
な
小
字
名
の
意
味
を
、
写
真
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　
参
考
資
料
と
し
て
は
、
郷
土
誌
『
は

し
か
み
』
52
号
〜
58
号
（
平
成
８
年
〜

14
年
）
に
夏
堀
長
五
郎
氏
が
、
同
書
72

号
〜
（
平
成
28
年
〜
）
に
杉
山
武
氏
が
、

そ
れ
ぞ
れ
地
名
考
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
戸
高
校
・
八
戸
東
高

校
教
諭
だ
っ
た
松
原
健

之
助
氏
の
『
北
奥

羽
南
部
地
名
解
』

や
、
志
田
博
氏

の
『
ア
イ
ヌ

語
法
と
地

言
葉

 
の化石

特集1名
解
』
で
も
階
上
町
の
地
名
が
考
察
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
主
に
、
夏
堀

長
五
郎
氏
と
松
原
健
之
助
氏
の
見
解
を

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
ア
イ
ヌ
語
の
表
記
は
、
独
特
な
表
音

文
字
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
近
い

片
仮
名
に
し
て
い
ま
す
。

夏
堀
氏
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
語

の
「
ア
カ
・
ポ
ン
・
ナ
イ
」
で
、

意
味
は
「
尾
根
・
小
さ
い
・
沢
」

（
小
さ
な
尾
根
と
沢
）
に
な
り

ま
す
。

▶
赤
保
内（
あ
か
ぼ
な
い
）／
赤
保
内
バ
ス

停
付
近
で
、遠
く
に
階
上
岳
の
尾
根
と
沢
が

見
え
る
。

▶
蛭
子（
ひ
る
こ
）／
蛭
子
は
夏
堀
氏
に
よ

る
と
ア
イ
ヌ
語
の「
シ
ル
・
コ
」で
、意
味
は

「
水
際
の
山
・
そ
こ
に
」。

1

赤
保
内

あ
か
　
ぼ
　
な
い

松
原
氏
に
よ
る
と
、「
砂
鉄
の

2

金
山
沢

か
ね 

や
ま 

ざ
わ

松
原
氏
に
よ
る
と
、「
田
を
作

り
、
税
を
納
め
る
た
め
に
開
墾

し
た
土
地
」
と
な
り
ま
す
。

江
戸
時
代
は
久
慈
街
道
の
駅

馬
（
伝
馬
継
所
）
が
開
か
れ

て
い
た
交
通
の
要
衝
で
、
十
字

路
傍
に
は
「
番
屋
」
と
い
う
地

名
も
あ
り
ま
す
。

▶
番
屋
（
ば
ん
や
）
／
県
道
11
号
の
番
屋

付
近
。
現
在
は
旧
道
に
な
っ
て
い
る
。

▶
蛇
平（
じ
ゃ
た
い
）／
夏
堀
氏
に
よ
る
と
ア

イ
ヌ
語
で「
チ
ャ
・
タ
イ
」。意
味
は「
枝
状
の

岸
・
森
」。前
方
に
階
上
岳
と
森
が
見
え
る
。

3

田
代

 

た
　
し
ろ

4

角
柄
折

つ
の 

が
ら 

お
り

夏
堀
氏
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
語

の「
ト
・
プ
ツ
」で
、意
味
は「
山

（
岬
）
の
・
口
」
に
な
り
ま
す
。

▶
小
舟
渡（
こ
み
な
と
）／
夏
堀
氏
に
よ
る

と
、ア
イ
ヌ
語
の「
コ
ム
プ
・
ナ
・
ト
」で
、意
味

は「
昆
布
を
・
切
る
・
岬
」。松
原
氏
に
よ
る
と
、

「
小
漁
港
」の
意
味
に
な
る
。

▶
大
蛇（
お
お
じ
ゃ
）／
松
原
氏
に
よ
る
と

ア
イ
ヌ
語
の「
オ
ホ
・
チ
ャ
」で
、意
味
は「
深

い
・
岸
」。海
成
段
丘
か
ら
見
た「
は
し
か
み

ハ
マ
の
駅
あ
る
で
ぃ
〜
ば
」（
左
の
建
物
）と

大
蛇
漁
港
方
面
。背
後
に
は
さ
ら
に
何
段
か

に
な
っ
た
海
成
段
丘
が
あ
る
。

5

道
仏

ど
う 

ぶ
つ

松
原
氏
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
語

の
「
ハ
ル
・
ヤ
ム
」
と
日
本
語

の
「
沢
」
で
、意
味
は
「
食
料
・

冷
た
い
」
沢
（
食
料
の
と
れ
る

冷
た
い
沢
）
に
な
り
ま
す
。

▶
根
岸（
ね
ぎ
し
）／
松
原
氏
に
よ
る
と「
山

の
裾
の
そ
ば
」に
な
り
ま
す
。写
真
は
根
岸

の
西
光
寺
。

▶
釜
ノ
口（
か
ま
の
く
ち
）／
夏
堀
氏
に
よ
る

と
ア
イ
ヌ
語
の「
カ
マ
・
ノ
・
ク
ツ
」で
、意
味

は「
上
を
越
す
・
よ
い
・
崖
」。根
岸
と
鷹
幸
の

中
間
に
あ
っ
て
、標
高
2
0
0
ｍ
の
記
号
が

あ
る
深
い
沢
地
を
含
む
。

7

晴
山
沢

は
れ 

や
ま 

ざ
わ

採
取
地
」
の
意
味
に
な
り
ま

す
。
ほ
か
に
郷
土
誌
『
は
し
か

み
』
10
号
に
滝
沢
石
舟
氏
の

「
澤
の
湯
見
聞
記
」
が
あ
り
、

今
か
ら
８
０
０
年
前
に
小
松
重

盛
公
が
金
山
沢
に
身
を
隠
し
、

蛇
抜
け
穴
あ
た
り
に
金
鉱
を

掘
り
当
て
て
大
金
持
ち
に
な
っ

た
こ
と
、
そ
の
金
倉
が
軒
を
並

べ
壮
観
だ
っ
た
こ
と
、
小
松
家

の
倉
な
の
で
地
名
が
「
小
松

倉
」
に
な
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

松
原
氏
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
語

6

鳥
屋
部

 

と
　 

や
　 

べ

の
「
ト
・
ヤ
ン
・
ペ
」
で
、
意

味
は「
沼
・
陸
へ
上
が
る
・
も
の
」

に
な
り
ま
す
。
階
上
岳
と
蒼

前
平
海
成
段
丘
と
の
間
の
低

地
に
小
沼
が
並
び
、
最
後
の
沼

が
鳥
屋
部
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
か
つ
て
は
小
舟
に
荷
物
を

積
ん
で
沼
沢
地
を
進
み
、
陸

地
は
小
舟
を
担
い
で
運
ん
だ
の

で
付
い
た
地
名
で
は
な
い
か
と

さ
れ
ま
す
。
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地
名
こ
そ
、
そ
の
土
地
の
成
り
立
ち

を
示
す
「
言
葉
の
化
石
」
と
い
え
ま
す
。

自
分
の
住
む
場
所
の
地
名
由
来
は
何
か
、

人
に
よ
っ
て
見
解
は
異
な
り
ま
す
が
、

そ
の
背
景
に
は
地
形
や
生
活
文
化
が
あ

り
ま
す
。

　
階
上
町
に
は
約
３
５
０
の
字
名
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
時
代
の
変

遷
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
町
民
が
住
む
土
地
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
現
行
行
政

地
名
８
地
区
（
五
十
音
順
）
の
地
名
と

特
徴
的
な
小
字
名
の
意
味
を
、
写
真
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　
参
考
資
料
と
し
て
は
、
郷
土
誌
『
は

し
か
み
』
52
号
〜
58
号
（
平
成
８
年
〜

14
年
）
に
夏
堀
長
五
郎
氏
が
、
同
書
72

号
〜
（
平
成
28
年
〜
）
に
杉
山
武
氏
が
、

そ
れ
ぞ
れ
地
名
考
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
戸
高
校
・
八
戸
東
高

校
教
諭
だ
っ
た
松
原
健

之
助
氏
の
『
北
奥

羽
南
部
地
名
解
』

や
、
志
田
博
氏

の
『
ア
イ
ヌ

語
法
と
地

赤
保
内

1
道
仏

5
角
柄
折

4

鳥
屋
部

6

平
内

8

晴
山
沢

7

金
山
沢

2

田
代

3

名
解
』
で
も
階
上
町
の
地
名
が
考
察
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
主
に
、
夏
堀

長
五
郎
氏
と
松
原
健
之
助
氏
の
見
解
を

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
ア
イ
ヌ
語
の
表
記
は
、
独
特
な
表
音

文
字
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
近
い

片
仮
名
に
し
て
い
ま
す
。

松
原
氏
に
よ
る
と
、「
砂
鉄
の

▶
金
山
沢（
か
ね
や
ま
ざ
わ
）／
ふ
る
さ
と
河

川
公
園
の
松
館
川
沿
い
で
、か
つ
て
蛇
抜
け

穴
の
あ
っ
た
あ
た
り
。金
山
伝
説
が
あ
る
。

▶
小
松
倉
（
こ
ま
つ
く
ら
）
／
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
停「
小
松
倉
」付
近
の
景
観
。今

も
倉
が
多
い
。

▶
石
鉢（
い
し
の
は
ち
）／
松
原
氏
に
よ
る

と
ア
イ
ヌ
語
で「
イ
・
シ
・
ハ
ツ
」で
、意
味
は

「
そ
の
・
大
き
な
・
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
果
実
」。写

真
は「
ゆ
と
り
町
民
農
園
」。

▶
正
部
家（
し
ょ
う
ぶ
け
）／
松
原
氏
に
よ

る
と
ア
イ
ヌ
語
で「
ソ
ウ
・
ポ
・
ケ
」で
、意
味

は「
滝
・
下
の
・
所
」。旧
村
以
来
の
集
落
。

松
原
氏
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
語

で
「
キ
ラ
ウ
・
カ
ル・
オ
リ
」
で
、

意
味
は
「
角
・
獲
る
・
丘
」。

ま
た
は
、
志
田
博
氏
の
見
解
で

は「
チ
・
二
・
オ
・
カ
ル・
オ
リ
」で
、

意
味
は
「
枯
れ
た
・
木
・
そ
こ
で
・

と
る
・
丘
」。
小
字
名
に
黄
檗（
き

わ
だ
）
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
樹
木
の
キ
ハ
ダ
の
こ
と
で
、

黄
色
染
料
や
健
胃
薬
・
利
尿
剤

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
植
物

の
採
取
地
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
動
植
物
の
採
取
地

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

▶
百
目
木（
ど
め
き
）／
松
原
氏
に
よ
る
と
、

「
ど
う
め
き
」＝「
水
の
ど
よ
め
く
所
」の
意

味
に
な
る
。沢
水
が
豊
富
。

▶
登
切（
の
ぼ
き
り
）／
夏
堀
氏
に
よ
る
と
ア

イ
ヌ
語
の「
ヌ
プ
リ
・
キ
ル
」で
、意
味
は「
山
・

足
」。そ
の
名
の
通
り
山
裾
を
指
し
、わ
っ
せ

交
流
セ
ン
タ
ー（
右
奥
の
時
計
台
が
あ
る
建

物
）付
近
を
道
路
側
か
ら
見
た
景
観
。

夏
堀
氏
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
語

の
「
ピ
ラ
・
ナ
イ
」
で
、
意

味
は
「
崖
・
沢
」
に
な
り
ま
す
。

8

平
内

ひ
ら 

な
い

採
取
地
」
の
意
味
に
な
り
ま

す
。
ほ
か
に
郷
土
誌
『
は
し
か

み
』
10
号
に
滝
沢
石
舟
氏
の

「
澤
の
湯
見
聞
記
」
が
あ
り
、

今
か
ら
８
０
０
年
前
に
小
松
重

盛
公
が
金
山
沢
に
身
を
隠
し
、

蛇
抜
け
穴
あ
た
り
に
金
鉱
を

掘
り
当
て
て
大
金
持
ち
に
な
っ

た
こ
と
、
そ
の
金
倉
が
軒
を
並

べ
壮
観
だ
っ
た
こ
と
、
小
松
家

の
倉
な
の
で
地
名
が
「
小
松

倉
」
に
な
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

松
原
氏
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
語

▶
沼
沢（
ぬ
ま
さ
わ
）／
沼
沢
か
ら
見
た
階

上
岳
。そ
の
名
の
通
り
、か
つ
て
は
沼
と
沢

が
あ
っ
た
。

▶
西
鳥
屋
部（
に
し
と
や
べ
）／
階
上
岳
登

山
道
入
り
口
で
、左
に「
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア

階
上
」が
あ
る
。

の
「
ト
・
ヤ
ン
・
ペ
」
で
、
意

味
は「
沼
・
陸
へ
上
が
る
・
も
の
」

に
な
り
ま
す
。
階
上
岳
と
蒼

前
平
海
成
段
丘
と
の
間
の
低

地
に
小
沼
が
並
び
、
最
後
の
沼

が
鳥
屋
部
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
か
つ
て
は
小
舟
に
荷
物
を

積
ん
で
沼
沢
地
を
進
み
、
陸

地
は
小
舟
を
担
い
で
運
ん
だ
の

で
付
い
た
地
名
で
は
な
い
か
と

さ
れ
ま
す
。
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▲出征した夫の無事を願い井戸水で垢離（こり）を取る女性（昭和10年代か）▲校庭を整備する小舟渡小学校の児童たち（昭和29年）

▲朝食と昼食の間の「コビリヤスミ」（昭和20年代か）

　
昭
和
は
ま
ず
戦
争
の
時
代
と
し
て

始
ま
り
ま
す
。
昭
和
６
年
（
１
９
３

１
）
の
満
州
事
変
を
皮
切
り
に
昭
和

20
年
（
１
９
４
５
）
の
太
平
洋
戦
争

終
結
ま
で
、
戦
時
色
一
色
の
悲
劇
の

時
代
で
し
た
。

　
終
戦
後
は
食
糧
事
情
が
極
度
に
悪

化
し
、
敗
戦
国
と
し
て
の
と
た
ん

塗
炭
の
苦

し
み
を
味
わ
い
ま
し
た
が
、
朝
鮮
戦

争
の
特
需
景
気
や
じ
ん
む

神
武
景
気
、
い
わ
と

岩
戸

景
気
な
ど
を
経
て
驚
異
の
復
興
を
遂

げ
、
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）
以
降

は
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
、
ほ

ぼ
現
在
の
生
活
水
準
が
確
立
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
的
機
関
は
別
と
し
て
、
国
民
に

も
カ
メ
ラ
が
普
及
し
た
時
期
で
も
あ

り
、
各
家
庭
に
「
ア
ル
バ
ム
」
が
揃

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
そ
の
懐
か
し
い

昭
和
の
時
代
を
、
昭
和
50
年
（
１
９

７
５
）
あ
た
り
ま
で
写
真
で
振
り
返

り
ま
す
。

思
い
出
写
真
館

特集2

昭
和
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

▲カブをおやつ代わりに頬張る子どもたち（昭和20年代か）▲木炭を運ぶ赤保内小学校の児童たち（昭和34年）▲集団検診車ひかり号で検診を受ける
　東平開拓地の住民（昭和34年）

18

▲道仏小学校落成記念写真（昭和38年） ▲階上優良乳幼児表彰式（昭和36年）

▲改修前の小舟渡漁港（昭和40年頃か） ▲登切小学校が県給食優良校となる（昭和46年） 

▲階上駅前の商店街（昭和46年頃）

▲ＳＬ「思い出号」と階上駅（昭和47年頃）

◀世代間交流でそば打ち体験（昭和50年前後か） 19



私
の

階
上
、

未
来
の

階
上

私
の

階
上
、

未
来
の

階
上

階上町民40人からのメッセージ message

20

特集3

私
の

階
上
、

未
来
の

階
上

私
の

階
上
、

未
来
の

階
上

私
の
大
好
き
な
階
上
、

未
来
の
階
上
に
向
け
て

町
制
施
行
40
周
年
に
ち
な
み
、

町
民
40
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

届
け
ま
す
。

21



早
生
そ
ば
を

ズ
ル
ズ
ル
す
す
る

子
ど
も
た
ち

階
上
小
学
校
五
年 

田
畑
穏
空

ふ
る
さ
と
は

いつ
ま
で
た
っ
て
も

階
上
町

階
上
小
学
校
六
年 

石
田
和
志

風
か
お
る

そ
ば
の
か
お
り
の

は
し
か
み
わ
せ

石
鉢
小
学
校
四
年 

佐
竹
凜
音

祖
父
祖
母
と

階
上
岳
に

き
の
こ
取
り

石
鉢
小
学
校
四
年 

小
松
真
世

朝
日
さ
す

四
十
年
の

お
い
わ
い
だ

石
鉢
小
学
校
四
年 

石
原
良
真

み
ど
り
こ
く

階
上
岳
や

青
い
空石

鉢
小
学
校
四
年 

尾
﨑
奏

は
し
か
み
は

そ
ば
が
お
い
し
い

ス
ー
プ
も
ね

石
鉢
小
学
校
四
年 

沢
田
璃
愛
那

は
し
か
み
岳

紅
葉
ま
と
っ
て

は
れ
す
が
た

石
鉢
小
学
校
五
年 

森
幸

臥
牛
山

祭
り
で
ひ
び
く

太
鼓
の
音

石
鉢
小
学
校
五
年 

宗
前
瑚
春

寺
下
の

ホ
タ
ル
の
す
み
か

残
し
た
い

石
鉢
小
学
校
五
年 

佐
藤
勇
吹

岩
か
げ
に

ヤ
ド
カ
リ
や
カ
ニ

こ
み
な
と
海
岸

石
鉢
小
学
校
五
年 

上
平
怜

白
い
灯
台

波
と
ヤ
ド
カ
リ

青
い
海石

鉢
小
学
校
五
年 

大
石
和
輝

あ
い
さ
つ
で

信
じ
合
え
る

明
る
い
町
に

石
鉢
小
学
校
六
年 

下
野
優
杏

私
も
あ
な
た
も

み
ん
な
が
生
き
生
き

助
け
合
う
町

石
鉢
小
学
校
六
年 

澤
里
初
花

震
災
で

と
り
も
ど
し
た
の
は

笑
顔
と
希
望

石
鉢
小
学
校
六
年 

柴
田
悠
也

万
引
き
ゼ
ロ

い
じ
め
も
な
い

平
和
な
町

石
鉢
小
学
校
六
年 

阿
部
陽
太

光
る
海

緑
の
森
を

あ
り
が
と
う

石
鉢
小
学
校
六
年 

藤
谷
和

は
し
か
み
は

生
き
物
いっ
ぱ
い

う
れ
し
い
な

石
鉢
小
学
校
六
年 

上
澤
凜
斗

町
民
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る

階
上
町

赤
保
内
小
学
校
六
年 

六
ッ
役
璃
乃

ふ
る
さ
と
の

産
業
豊
か

願
っ
て
る

赤
保
内
小
学
校
六
年 

佐
々
木
英
真

こ
の
町
は

山
も
海
も

楽
し
い
よ

赤
保
内
小
学
校
六
年 

村
元
麻
音

階
上
町

いい
人
いい
町

す
て
き
だ
な

赤
保
内
小
学
校
六
年 

八
木
田
く
る
み

海
の
幸

う
に
や
ヒ
ラ
メ
に

豊
富
だ
な

赤
保
内
小
学
校
六
年 

前
田
紗
季

階
上
の

未
来
に
と
ど
け

笑
顔
花

赤
保
内
小
学
校
六
年 

小
西
麗
実
那

階
上
へ

笑
顔
が
た
え
な
い

町
で
あ
れ

赤
保
内
小
学
校
六
年 
原
川
航
青

階
上
町

山
あ
り
海
あ
り

れ
き
し
あ
り

赤
保
内
小
学
校
五
年 

小
笠
原
瑠
香

か
た
り
つ
ぐ

歴
史
と
自
然

こ
れ
か
ら
も

赤
保
内
小
学
校
五
年 

野
里
悠
月

美
し
い

自
然
と
風
景

残
す
べ
き

赤
保
内
小
学
校
五
年 

小
松
永
人

助
け
合
い

が
ん
ば
り
う
ま
れ
た

階
上
町

赤
保
内
小
学
校
五
年 

平
裕
斗

階
上
町

や
さ
し
い
笑
顔
で

つつ
ま
れ
る

赤
保
内
小
学
校
五
年 

袖
平
陽
介

階
上
町

日
本
一の

ふ
る
さ
と
だ

赤
保
内
小
学
校
五
年 

佐
々
木
颯
太

町
民
の

思
い
を
つ
な
い
だ

四
十
年

道
仏
小
学
校
六
年 

濱
谷
歩
香

あ
ふ
れ
出
る

自
然
の
宝

海
と
山

道
仏
小
学
校
六
年 

天
摩
美
海

階
上
町

未
来
へ
ひ
き
つ
げ

伝
統
芸
能

道
仏
小
学
校
六
年 

髙
山
龍
正

い
ち
ご
煮
に

負
け
ず
か
が
や
く

お
も
て
な
し

大
蛇
小
学
校
六
年 

下
畑
凌
世

そ
ば
う
に
ラ
ム

山
海
の
幸

頰
ゆ
る
む

大
蛇
小
学
校
六
年 

髙
屋
敷
龍
暉

川
柳
で

感
じ
る

川
柳
で

感
じ
る

特集4
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階
上
小
学
校

石
鉢
小
学
校

赤
保
内
小
学
校

道
仏
小
学
校

大
蛇
小
学
校

小
舟
渡
小
学
校

階
上
中
学
校

道
仏
中
学
校

は
し
か
み
川
柳
会

合
計
69
作
品

※作品は、令和元年度に作成されたものです。

階
上
の

未
来
に
響
け

寺
の
鐘

道
仏
中
学
校
三
年 

上
野
芳
輝

あ
ぶ
ら
め
と

共
に
育
っ
た

階
上
町

道
仏
中
学
校
三
年 

中
村
咲
都
希

古
里
を

ガ
ラ
リ
と
変
え
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

は
し
か
み
川
柳
会 

上
長
根
武
志

輝
き
の

未
来
に
向
か
う

階
上
町

は
し
か
み
川
柳
会 

十
文
字
り
ん
子

ル
ビ
ー
婚

町
も
そ
う
か
と

懐
か
し
む

は
し
か
み
川
柳
会 

中
島
散
思

「
は
し
か
み
」
と

さ
ら
り
と
読
ん
だ

出
身
者

は
し
か
み
川
柳
会 

下
日
向
ぼ
っ
こ

は
し
か
み
の

朝
日
に
拝
む

世
の
平
和

は
し
か
み
川
柳
会 

中
屋
敷
独
歩

海
山
と

背
中
合
わ
せ
の

町
が
好
き

は
し
か
み
川
柳
会 

中
田
玲
子

何
世
代

見
守
り
続
け

臥
牛
山

は
し
か
み
川
柳
会 

三
上
小
鞠

時
移
り

世
代
変
わ
れ
ど

町
光
る

は
し
か
み
川
柳
会 

関
川
正
四
郎

我
が
町
を

デ
ン
と
見
守
る

御
神
木は

し
か
み
川
柳
会 

黒
川
捷

パ
ラ
ダ
イ
ス

階
上
町
の

絶
景
は

階
上
中
学
校
三
年 

十
文
字
亮
博

知
っ
て
ほ
し
い

万
能
調
味
料

カ
ゼ
水
を

階
上
中
学
校
三
年 

中
田
采
那

ば
あ
ー
ん
と

鐘
の
音
が
な
る

應
物
寺

階
上
中
学
校
三
年 

金
沢
栄
明

ほ
っ
こ
り
と

心
が
あ
た
た
ま
る

イ
チ
ョ
ウ
の
木

階
上
中
学
校
三
年 

大
井
駿

町
中
に

笑
顔
の
花
咲
く

階
上
町

道
仏
中
学
校
一
年 

長
根
愛
理

階
上
の

幸
が
あ
ふ
れ
る

山
と
海

道
仏
中
学
校
二
年 

石
沢
愛
莉

心
の
せ
ん
た
く

日
の
出
海
な
ら

階
上
町

大
蛇
小
学
校
六
年 

橋
場
心
美

一
番
の

朝
日
と
海
に

ひ
と
め
ぼ
れ

小
舟
渡
小
学
校
四
年 

佐
京
あ
か
り

は
つ
ひ
の
で

そ
ま
る
海
こ
そ

小
舟
渡
だ

小
舟
渡
小
学
校
三
年 

髙
屋
敷
結
衣

階
上
町

長
い
歴
史
を

こ
れ
か
ら
も

階
上
中
学
校
一
年 

鹿
糠
結
生

階
上
の

豊
か
な
自
然

美
し
い

階
上
中
学
校
一
年 

大
清
水
健
人

階
上
岳

いつ
も
変
わ
ら
ぬ

美
し
さ

階
上
中
学
校
二
年 

引
敷
林
朔

大
好
き
な

自
分
の
ふ
る
さ
と

階
上
町

階
上
中
学
校
二
年 

原
川
深
青

か
く
さ
れ
た

郷
土
料
理
は

「
ド
ン
コ
汁
」

階
上
中
学
校
三
年 
佐
々
木
さ
く
ら

だ
れ
で
も
が

見
に
来
た
く
な
る

ツ
ツ
ジ
の
花

階
上
中
学
校
三
年 

山
田
美
優

永
久
に

階
上
産
を

継
い
で
い
く

階
上
中
学
校
三
年 

岡
田
明
大

く
ら
す
日
々

笑
顔
あ
ふ
れ
る

階
上
町

階
上
中
学
校
三
年 

髙
橋
真
緒

永
遠
に

笑
顔
輝
く

階
上
町

階
上
中
学
校
三
年 

伊
藤
恋
羽

健
康
を

階
上
そ
ば
が

支
え
ま
す
！

階
上
中
学
校
三
年 

田
端
愛
麗

さ
ざ
な
み
の

音
が
か
な
で
る

小
舟
渡
の
海

階
上
中
学
校
三
年 

中
野
莉
那

り
ん
と
咲
く

ツ
ツ
ジ
は
階
上

あ
お
ぎ
見
る

階
上
中
学
校
三
年 

畑
山
昇
雲

ず
っ
と
ず
っ
と

階
上
岳
に

咲
く
つつ
じ

階
上
中
学
校
三
年 

松
川
真
梨
果

郷
土
の

階
上
郷
土
の

階
上

※

各
学
校
の
作
品
数
（
全
60
作

品
）
は
、
各
学
校
の
全
校
生

徒
数
に
応
じ
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
学
校
で
選
定
し

た
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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❶ 

自
然
・
歴
史
・
文
化
財

【
階
上
町
の
基
層
を
知
る
た
め
に
】

は
し

か
み

宝
図
鑑

特集5

　
青
森
県
三
戸
郡
の
東
部
に
あ
り
、
東
は
太

平
洋
に
面
し
、
北
西
は
八
戸
市
、
南
は
岩
手
県

九
戸
郡
軽
米
町
・

ひ
ろ
の

洋
野
町
に
接
し
て
い
ま
す
。

南
端
の
県
境
に
は
標
高
７
３
９
・
６
ｍ
の
階
上

岳
が
あ
り
、
町
域
は
そ
の
北
麓
に
広
が
る
海
岸

段
丘
の
丘
陵
地
が
大
半
を
占
め
て
緩
や
か
に
海

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
階
上
岳
は
北
上
山
地
北
端
に
位
置
し
、
火

山
活
動
で
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ
て

で
き
た

か
こ
う
せ
ん
り
ょ
く
が
ん

花
崗
閃
緑
岩
が
全
山
を
厚
く
覆
っ
て

い
ま
す
。
階
上
岳
は
浸
食
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
残
丘
（
モ
ナ
ド
ノ
ッ
ク
）
で
、
分
解
が
進
ん

　
気
候
は
太
平
洋
側
気
候
で
、
夏
は
偏
東
風

（
や
ま
せ
）
の
影
響
で
冷
涼
で
あ
り
、
冬
は
北

東
北
に
あ
り
な
が
ら
降
雪
量
が
少
な
く
乾
燥

し
、
晴
天
が
多
い
た
め
日
照
時
間
も
長
い
の

が
特
徴
で
す
。

　
階
上
岳
は
植
物
の
種
類
も
豊
富
で
約
４
０
０

で
地
表
が
丸
い
形
と
な
っ
た
た
め
に
、
牛
が
寝

そ
べ
っ
て
い
る
よ
う
な
山
容
と
し
て
、
別
名

「
が
ぎ
ゅ
う
ざ
ん

臥
牛
山
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
階
上
海
岸
に
は
平
ら
な
海
食
台
が
あ
っ
て
、

北
の
一
部
が
砂
浜
や

え
ん
れ
き

円
礫
（
海
浜
石
）
に
覆
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
が
岩
礁
の
多
い
岩

石
海
岸
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

て
い
せ
ん

汀
線
は
、
総

延
長
約
５
・
５
㎞
と
短
い
の
で
す
が
、
変
化
に

富
ん
で
お
り
、
第
一
級
の
海
岸
景
勝
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。

種
近
く
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
６
月
上

旬
に

お
お
び
ら
き
た
い

大
開
平
か
ら
頂
上
ま
で
の
登
山
道
を
埋

め
つ
く
す〝
つ
つ
じ
の
回
廊
〞は
圧
巻
で
す
。
階

上
海
岸
で
は
北
上
山
地
の
植
物
区
系
に
含
ま

れ
る
多
様
な
海
浜
植
物
、
塩
生
植
物
が
自
生

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
景
観
を
代
表
す
る
も
の

に
ハ
マ
ナ
ス
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
ス
カ
シ
ユ
リ
、

ハ
マ
ギ
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
野
鳥
や
魚

介
類
も
多
種
多
彩
で
す
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
５
月
24
日
に
「
三

陸
復
興
国
立
公
園
」
に
編
入
さ
れ
、
併
せ
て

同
年
11
月
に
は
、
八
戸
市

か
ぶ
し
ま

蕪
島
か
ら
福
島
県

相
馬
市
ま
で
の
太
平
洋
沿
岸
約
７
０
０
㎞
に

及
ぶ
国
内
最
長
の
長
距
離
自
然
歩
道
「
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
の
構
想
が
で
き
、
階

上
の
豊
か
な
自
然
資
源
を
生
か
し
た
観
光
も

盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
９
月
に

は
八
戸
市
か
ら
宮
城
県
気
仙
沼
市
ま
で
の
南

北
約
２
２
０
㎞
、
東
西
約
80
㎞
に
及
ぶ
「
三

陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
具
体
的
な
見
ど
こ
ろ
の

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
と
、
関
連
す
る
ジ
オ
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
た
ジ
オ
サ
イ
ト
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
階
上
岳
に
は
花
崗
閃
緑
岩
・
つ
つ
じ

群
生
地
・
階
上
岳
龍
神
水
・
寺
下
観
音
灯
明

堂
・
寺
下
の
滝
が
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
階
上
海
成
段
丘
」
は
、

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

〔
自
然
〕

花崗閃緑岩が露頭した階上岳頂上付近のジオサイト

山里の景観と階上岳

階上岳大開平のツツジ

ジオサイトの階上海成段丘

スカシユリなどの海浜植物と青森県最東南端の階上灯台（右奥）
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階
上
町
に
は
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
古
の
も
の
は
、
平
内
に
あ
る
滝
端
遺

跡
か
ら
青
森
県
内
で
４
例
目
と
な
る
縄
文
時
代

草
創
期
（
約
１
万
年
前
）
の
爪
形
文
土
器
と

せ
き
ふ

石
斧
、
晩
期
（
約
２
３
０
０
年
前
）
の
膝
を
抱

え
る
土
偶
な
ど
が
出
土
し
、
そ
の
ほ
か
平
安
時

代
に
至
る
ま
で
の
遺
跡
も
多
数
発
掘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
歴
史
時
代
で
は
、
神
亀
元
年
（
７
２
４
）
に

僧
侶
・
行
基
が
寺
下
に

お
う
も
つ
じ

應
物
寺
（
寺
下
観
音
）

を
創
建
し
た
あ
た
り
が
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
、
古

代
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
は
馬
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る

ぬ
か
の
ぶ

糠
部
の
東
の
門
地
域
に
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
中
世
で
は
文
安
元
年
（
１
４
４
４
）
に

り
ん
な

琳
阿

こ
う
か
ん

孝
寛
大
和
尚
が

ど
う
ぶ
つ

道
仏
に
西
光
寺
を
開
山
し
、

戦
国
時
代
に
は
道
仏
館
の
館
主
・
赤
松
民
部

〔
歴
史
〕

　
有
形
文
化
財
に
は
、
滝
端
遺
跡
出
土
遺
物
、

應
物
寺
三
尊
像
、
寺
下
観
音
の
梵
鐘
・
蛇
口

伴
蔵
願
文
額
・
文
化
八
年
俳
諧
献
額
、
天
保

百
姓
一
揆
書
留
、
陸
奥
国
三
戸
郡
第
九
大
区

四
小
区
地
引
図
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
無
形
民
俗
文
化
財
（
伝
統
芸
能
）
に
は
、
豊

〔
文
化
財
〕

作
祈
願
の
え
ん
ぶ
り
（
平
内
・
田
代
・

と
や
べ

鳥
屋
部

／
国
指
定
）、念
仏
踊
り
系
の
赤
保
内
駒
踊
り
・

平
内

け
い
ば
い

鶏
舞
（
県
指
定
）、
山
伏
神
楽
系
の
道
仏

神
楽
、盆
踊
り
の
西
光
寺
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
（
町

指
定
）
な
ど
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
然
記
念
物
に
は
、

ば
ら
じ
ま

茨
島
の
ト
チ
ノ
キ
・

ひ
る
こ

蛭
子
の
う
つ
ぎ
・

い
ち
ょ
う
の
き
く
ぼ

銀
杏
木
窪
の
大
銀
杏
・
平

の
サ
イ
カ
チ
（
県
指
定
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

が
領
知
し
て
、
ほ
ぼ
現
在
の
集
落
の
基
盤
が

形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、

ね
じ
ょ
う

根
城
南
部
氏
の
領
地
と
な

り
、
近
世
に
は
盛
岡
藩
領
を
経
て

八
戸
藩
領
に
属
し
て
い
ま
す
。

　
近
代
に
入
る
と
、
明
治
４
年
（
１

８
７
１
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て

八
戸
県
に
属
し
、
弘
前
県
、
青

森
県
と
改
変
後
、
明
治
11
年
の

郡
制
施
行
で
三
戸
郡
に
編
入
さ

れ
、
明
治
22
年
の
町
村
制
施
行

に
よ
っ
て
旧
８
カ
村
を
合
併
し
て
階
上
村
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
の
階
上
町
に
な
っ
た
の
は
昭

和
55
年
（
１
９
８
０
）
５
月
１
日
の
町
制
施
行

に
よ
る
も
の
で
す
。

トレイルウォークで寺下観音鐘撞堂の梵鐘を撞く参加者

赤保内駒踊り 鳥屋部えんぶり

茨島のトチノキ 平内鶏舞

膝を抱える土偶

25



はしかみ宝図鑑❷

　
出
身
の
宮
城
県
の
高
校
に
は
デ
ザ
イ
ン
科

が
あ
っ
た
も
の
の
、
普
通
科
に
入
学
し
た
西
村

さ
ん
は
、
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
友
人
に
触
発
さ

れ
て
、
い
つ
し
か
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
憧
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
時
代
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
入
り
口
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
は
ま
り
、
デ
ザ

イ
ン
専
門
学
校
へ
入
学
。
１
年
後
に
は
東
京
で
、

写
植
か
ら
デ
ジ
タ
ル
製
版
に
移
行
し
よ
う
と
し

て
い
た
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
そ
の
２
年
後
に
は
大
手
製
薬
会
社
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
担
当
で
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
10
年
ほ

ど
。「
と
も
か
く
も
現
場
叩
き
上
げ
で
、

何
で
も
屋
で
し
た
」と
の
こ
と
で
す
が
、

ネ
ッ
ト
の
風
に
乗
っ
て
階
上
に
着
陸

特集5

●
西
村
裕
子（
に
し
む
ら
・
ゆ
う
こ
）…
昭
和
56
年（
１
９
８
１
）生

ま
れ
。宮
城
県
七
ヶ
浜
町
出
身
。地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
専
門
学

校
Ｃ
Ｇ
科
に
１
年
通
い
、東
京
で
デ
ジ
タ
ル
製
版
会
社
、製
薬
会
社

に
就
職
。平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
夫
の
実
家
の
階
上
町
に
移
住
。

チ
ラ
シ
の
通
販
デ
ザ
イ
ン
会
社
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
経
て
、
現
在

は
企
業
の
広
報
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
勤
務
し
つ
つ
、
フ
リ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
。

人
物
【
階
上
町
を
ベ
ー
ス
に
心
豊
か
に
生
き
て
】

西
村 

裕
子
さ
ん
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

超
高
速
で
変
化
す
る
ネ
ッ
ト
社
会
の
時
代
に

乗
っ
て
、
先
端
の
仕
事
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
結
婚
・
妊
娠
を
機
に
、平
成
28
年（
２

０
１
６
）
夫
の
実
家
で
あ
る
階
上
町
に
移
り
、

夫
婦
で
チ
ラ
シ
の
通
販
デ
ザ
イ
ン
会
社
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
社
員
全
員
が
在

宅
勤
務
と
い
う
イ
マ
ド
キ
会
社
で
す
。

　
現
在
、
裕
子
さ
ん
は
八
戸
市
の
企
業
の
広

報
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

二
足
の

わ
ら
じ

草
鞋
で
す
が
、
時
間
配
分
な
ど
は
自

己
裁
量
で
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
子
ど
も
は

〝
待
機
ゼ
ロ
〞
の
町
内
保
育
所
に
預
か
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
生
活
の
自
由
度
は
か
な
り

満
足
そ
う
で
す
。

　
ほ
か
に
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
の
某
ハ
ン
ド
ル

ネ
ー
ム
で
知
る
人
ぞ
知
る
存
在
で
す
。
某
コ

ン
ビ
ニ
の
「
何
も
入
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
商

品
名
の
ク
レ
ー
プ
を
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
バ

ズ
っ
て（
話
題
に
な
っ
て
）し
ま
い
、フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
急
上
昇
。
今
で
は
「
階
上
町
の
良
さ
を

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信
し
つ
つ
、
フ

リ
ー
の
仕
事
で
は
都
会
か
ら
受
注

し
た
仕
事
で
〝
外
貨
〞
を
稼
い
で

い
る
感
じ
」
と
、
ま
る
で
屈
託
が

あ
り
ま
せ
ん
。

西村さんの作品の数々

　
ご
く
普
通
の
民
家
な
が
ら
玄
関
を
開
け
て

び
っ
く
り
。
そ
こ
に
は
重
厚
な
色
調
の
陶
器
が

所
狭
し
と
並
び
、
壁
際
に
は
座
敷
ぼ
う
き
が

た
く
さ
ん

つ吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
佐

京
さ
ん
ご
夫
婦
が
、
子
ど
も
を
育
て
る
よ
う

に
手
塩
に
か
け
た
工
芸
品
を
展
示
す
る
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
佐
京
窯
」
で
す
。

　
し
か
も
伝
統
的
な
民
窯
で
も
な
く
、
な
ぜ

か
縄
文
土
器
か
と
ま
が
う
よ
う
な
作
陶
ば
か

り
。「
こ
れ
ほ
ど
正
確
に
縄
文
の
線

刻
を
再
現
で
き
る
人
は
い
な
い
」
と

評
価
さ
れ
る
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　「
縄
文
が
好
き
で
陶
芸
を
し
て
お

り
、
そ
の
逆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
そ

縄
文
と
共
に
生
き
る

●
佐
京
三
義（
さ
き
ょ
う
・
み
つ
よ
し
）…
昭
和
34
年（
１
９
５
９
）

生
ま
れ
。階
上
町
出
身
。高
校
卒
業
後
、
ダ
イ
バ
ー
と
し
て
水
中
土

木
に
従
事
。縄
文
土
器
に
惹
か
れ
、
平
成
７
年（
１
９
９
５
）か
ら
階

上
町
に「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
佐
京
窯
」を
開
設
。

●
佐
京
和
子（
さ
き
ょ
う
・
か
ず
こ
）…
昭
和
28
年（
１
９
５
３
）生

ま
れ
。青
森
市
出
身
。19
歳
の
時
に「
八
戸
焼
」陶
芸
サ
ー
ク
ル
に
入

会
。29
歳
で
上
京
し
、
20
年
間
東
京
で
暮
ら
す
。三
義
さ
ん
と
共
に

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
佐
京
窯
」を
運
営
。

佐
京 

三
義
さ
ん
、
和
子
さ
ん
（
工
芸
家
）

れ
が
キ
モ
と
三
義
さ
ん
。「
夫
は
遊
び
心
満
載

で
、
ま
る
で
縄
文
人
の
よ
う
な
自
然
児
」
と
和

子
さ
ん
が
言
葉
を
重
ね
る
。「
実
際
に
作
る
こ

と
で
心
が
わ
か
る
」と
も
語
る
二
人
の
希
望
は
、

感
じ
る
ま
ま
に
生
き
る
縄
文
的
生
活
と
か
。

　
40
歳
の
頃
に
八
戸
の
是
川
縄
文
館
で
土
器

作
り
体
験
を
し
、
縄
文
文
様
に
は
ま
っ
た
と
い

う
三
義
さ
ん
は
、
ひ
た
す
ら
土
を
練
り
、
形

成
し
、
縄
文
を
線
刻
し
て
き
ま
し
た
。
和
子

さ
ん

い
わ曰

く
、「
文
様
を
テ
ー
マ
に
し
、
そ
れ
に

特
化
し
た
の
で
土
器
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
陶
器

に
進
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
こ
と
。

　
和
子
さ
ん
が

ろ
く
ろ

轆
轤
を

ひ挽
き
、
三
義
さ
ん
が

文
様
を
つ
け
た

ま
っ
ち
ゃ

抹
茶
茶
碗
は
、
あ
る
茶
人
に

「
全
く
作
為
が
な
い
」
と
称
賛
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
れ
を
「
才
能
が
な
い
者
同
士
の
奇
蹟
の
コ

ラ
ボ
」
と
、
無
邪
気
に
笑
う
二
人
で
し
た
。

　
遊
び
の
達
人
ぶ
り
を
発
揮
し
て
、
今
は
ホ

ウ
キ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
、
販
売
ま
で
六
次

産
業
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
座
敷
ぼ
う

き
を
製
作
。
そ
れ
も
評
判
で
、

佐
京
窯
製
陶
器
と
一
緒
に
、
階
上

町
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

な
っ
て
い
ま
す
。

座敷ぼうきを編む精巧な手付き

ギャラリー内の佐京夫妻

自宅のパソコン前で
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出
身
の
宮
城
県
の
高
校
に
は
デ
ザ
イ
ン
科

が
あ
っ
た
も
の
の
、
普
通
科
に
入
学
し
た
西
村

さ
ん
は
、
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
友
人
に
触
発
さ

れ
て
、
い
つ
し
か
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
憧
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
時
代
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
入
り
口
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
は
ま
り
、
デ
ザ

イ
ン
専
門
学
校
へ
入
学
。
１
年
後
に
は
東
京
で
、

写
植
か
ら
デ
ジ
タ
ル
製
版
に
移
行
し
よ
う
と
し

て
い
た
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
そ
の
２
年
後
に
は
大
手
製
薬
会
社
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
担
当
で
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
10
年
ほ

ど
。「
と
も
か
く
も
現
場
叩
き
上
げ
で
、

何
で
も
屋
で
し
た
」と
の
こ
と
で
す
が
、

超
高
速
で
変
化
す
る
ネ
ッ
ト
社
会
の
時
代
に

乗
っ
て
、
先
端
の
仕
事
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
結
婚
・
妊
娠
を
機
に
、平
成
28
年（
２

０
１
６
）
夫
の
実
家
で
あ
る
階
上
町
に
移
り
、

夫
婦
で
チ
ラ
シ
の
通
販
デ
ザ
イ
ン
会
社
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
社
員
全
員
が
在

宅
勤
務
と
い
う
イ
マ
ド
キ
会
社
で
す
。

　
現
在
、
裕
子
さ
ん
は
八
戸
市
の
企
業
の
広

報
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

二
足
の

わ
ら
じ

草
鞋
で
す
が
、
時
間
配
分
な
ど
は
自

己
裁
量
で
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
子
ど
も
は

〝
待
機
ゼ
ロ
〞
の
町
内
保
育
所
に
預
か
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
生
活
の
自
由
度
は
か
な
り

満
足
そ
う
で
す
。

　
ほ
か
に
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
の
某
ハ
ン
ド
ル

ネ
ー
ム
で
知
る
人
ぞ
知
る
存
在
で
す
。
某
コ

ン
ビ
ニ
の
「
何
も
入
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
商

品
名
の
ク
レ
ー
プ
を
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
バ

ズ
っ
て（
話
題
に
な
っ
て
）し
ま
い
、フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
急
上
昇
。
今
で
は
「
階
上
町
の
良
さ
を

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信
し
つ
つ
、
フ

リ
ー
の
仕
事
で
は
都
会
か
ら
受
注

し
た
仕
事
で
〝
外
貨
〞
を
稼
い
で

い
る
感
じ
」
と
、
ま
る
で
屈
託
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
く
普
通
の
民
家
な
が
ら
玄
関
を
開
け
て

び
っ
く
り
。
そ
こ
に
は
重
厚
な
色
調
の
陶
器
が

所
狭
し
と
並
び
、
壁
際
に
は
座
敷
ぼ
う
き
が

た
く
さ
ん

つ吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
佐

京
さ
ん
ご
夫
婦
が
、
子
ど
も
を
育
て
る
よ
う

に
手
塩
に
か
け
た
工
芸
品
を
展
示
す
る
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
佐
京
窯
」
で
す
。

　
し
か
も
伝
統
的
な
民
窯
で
も
な
く
、
な
ぜ

か
縄
文
土
器
か
と
ま
が
う
よ
う
な
作
陶
ば
か

り
。「
こ
れ
ほ
ど
正
確
に
縄
文
の
線

刻
を
再
現
で
き
る
人
は
い
な
い
」
と

評
価
さ
れ
る
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　「
縄
文
が
好
き
で
陶
芸
を
し
て
お

り
、
そ
の
逆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
そ

れ
が
キ
モ
と
三
義
さ
ん
。「
夫
は
遊
び
心
満
載

で
、
ま
る
で
縄
文
人
の
よ
う
な
自
然
児
」
と
和

子
さ
ん
が
言
葉
を
重
ね
る
。「
実
際
に
作
る
こ

と
で
心
が
わ
か
る
」と
も
語
る
二
人
の
希
望
は
、

感
じ
る
ま
ま
に
生
き
る
縄
文
的
生
活
と
か
。

　
40
歳
の
頃
に
八
戸
の
是
川
縄
文
館
で
土
器

作
り
体
験
を
し
、
縄
文
文
様
に
は
ま
っ
た
と
い

う
三
義
さ
ん
は
、
ひ
た
す
ら
土
を
練
り
、
形

成
し
、
縄
文
を
線
刻
し
て
き
ま
し
た
。
和
子

さ
ん

い
わ曰

く
、「
文
様
を
テ
ー
マ
に
し
、
そ
れ
に

特
化
し
た
の
で
土
器
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
陶
器

に
進
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
こ
と
。

　
和
子
さ
ん
が

ろ
く
ろ

轆
轤
を

ひ挽
き
、
三
義
さ
ん
が

文
様
を
つ
け
た

ま
っ
ち
ゃ

抹
茶
茶
碗
は
、
あ
る
茶
人
に

「
全
く
作
為
が
な
い
」
と
称
賛
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
れ
を
「
才
能
が
な
い
者
同
士
の
奇
蹟
の
コ

ラ
ボ
」
と
、
無
邪
気
に
笑
う
二
人
で
し
た
。

　
遊
び
の
達
人
ぶ
り
を
発
揮
し
て
、
今
は
ホ

ウ
キ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
、
販
売
ま
で
六
次

産
業
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
座
敷
ぼ
う

き
を
製
作
。
そ
れ
も
評
判
で
、

佐
京
窯
製
陶
器
と
一
緒
に
、
階
上

町
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
母
親
が
縫
製
工
場
に
勤
め
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
保
育
園
に
通
う
あ
た
り
に
は
小
さ
な

着
せ
替
え
人
形
の
服
を
作
っ
た
り
、
フ
ェ
ル
ト

に
ビ
ー
ズ
を
刺
し
た
筆
入
れ
を
作
っ
た
り
と
、

い
っ
ぱ
し
の
手
作
り
名
人
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
家
庭
科
が
好
き
で
、
中
学
校
で
は
ク
ラ
ブ

で
津
軽
こ
ぎ
ん
刺
し
に
熱
中
し
て
い
た
と
か
。

そ
の
中
学
の
友
人
だ
っ
た

じ
だ
い
し
ょ
り
な

地
代
所
理
奈
さ
ん

と
、
平
成
27
年
（
２
０
１
５
）
に
階
上
町
民

文
化
祭
で
偶
然
再
会
し
た
こ
と
で
、

そ
の
後
の
運
命
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
町
内
で
「
エ
ル
マ
ー
ナ
」
と
い
う
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
し
て
い

た
地
代
所
さ
ん
に
、
隣
の
空
き
店
舗

手
作
り
の
温
か
さ
を
伝
え
た
い

●
栁
沢
亜
希
子
（
や
な
ぎ
さ
わ
・
あ
き
こ
）…
昭
和
51
年
（
１
９
７

６
）生
ま
れ
。八
戸
市
出
身
。３
歳
で
階
上
町
に
移
住
し
、
地
元
の
保

育
園
〜
中
学
校
を
経
て
高
校
卒
業
後
、
平
成
24
年（
２
０
１
２
）に

結
婚
。同
27
年
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
「
ク
ラ
フ
ト
ス
ペ
ー
ス

ｈ
ａ
ｎ
ａ
」（
ハ
ワ
イ
語
で「
作
る
」の
意
）を
開
店
。同
30
年
か
ら
つ

ま
み
細
工
サ
ー
ク
ル「
ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
ｉ
」を
主
宰
し
て
い
る
。

栁
沢 

亜
希
子
さ
ん
（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
）

で
の
開
店
を
勧
め
ら
れ
た
栁
沢
さ
ん
は
、
即

決
し
て
同
年
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
「
ｈ

ａ
ｎ
ａ
」
を
開
店
。
そ
の
後
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
作
る
布
小
物
や
、
色
々
な
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
が
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
評
判
に

な
り
、
固
定
客
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
に
は
つ
ま
み
細
工

サ
ー
ク
ル
「
ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
ｉ
」
を
主
宰
し
、
月
２

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
り
、
イ
ベ

ン
ト
に
出
品
し
た
り
と
、
順
調
に
同
好
の
士

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
地
代
所
さ
ん
と
は
２
人
で
「
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
盛
り
上
げ
隊
」
を
結
成
。
平
成
29
・
30
年

と
２
年
連
続
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ス
を
町
内

で
開
催
し
、
１
日
で
９
０
０
人
も
の
来
場
者

で
賑
わ
っ
た
と
の
こ
と
。

　「
そ
の
人
に
と
っ
て
の一
点
も
の
を
作
り
、
お

渡
し
し
た
時
の
笑
顔
が
嬉
し
い
。
私
ま
で
心

を
癒
さ
れ
る
瞬
間
で
す
」
と
語
る
栁
沢
さ
ん
。

作
品
は
つ
ま
み
細
工
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
ほ
か
、

布
小
物
、
手
ま
り
、
指
輪
や
ネ
ッ

ク
レ
ス
に
も
な
る
絹
製
指
ぬ
き
、

依
託
で
作
る
帯
バ
ッ
グ
な
ど
多
種

多
彩
。
保
育
園
・
小
学
校
の
入
園
・

入
学
用
品
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
も

扱
っ
て
い
ま
す
。

帯バッグやパッチワークの彩り鮮やかな作品

　
庭
野
さ
ん
は
、
平
成
31
年
（
２
０
１
９
）

の
Ｒ
Ａ
Ｂ
青
森
放
送
主
催
「
青
森
県
民
謡
グ

ラ
ン
プ
リ
王
座
決
定
戦
」
で
活
躍
し
、
同
年

２
月
に
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
そ
ば

蕎
麦
と

し
ょ
う
ち
ゅ
う

焼
酎
の
夕
べ
」
で
も
民
謡
を
披
露

し
て
お
り
、
多
く
の
町
民
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
民
謡
は
「

き
や
り
う
た

木
遣
歌
」
の
よ
う
に

平
安
期
の
仏
教
音
楽
「

し
ょ
う
み
ょ
う

声
明
」
が
源
流
と
い

わ
れ
、
日
本
独
自
の
民
族
音
楽
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
特
異
分
野
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
。

　
父
親
が
結
婚
式
な
ど
で
民
謡
を

歌
っ
て
い
た
た
め
、
何
の
抵
抗
も
な

く
そ
の
世
界
に
入
っ
て
い
け
た
庭
野

持
ち
前
の
声
量
で
、階
上
を
元
気
に

●
庭
野
武
一（
に
わ
の
・
た
け
か
ず
）…
昭
和
37
年（
１
９
６
２
）生

ま
れ
。階
上
町
出
身
。高
校
卒
業
後
、
上
京
し
自
動
車
工
場
で
板
金

塗
装
の
仕
事
に
従
事
。20
歳
で
帰
郷
し
、
平
成
元
年（
１
９
８
９
）か

ら
同
29
年（
２
０
１
７
）ま
で
28
年
間
八
戸
市
内
の
自
動
車
工
場
に

勤
め
る
。同
30
年
度
か
ら
現
在
ま
で
八
戸
市
立
大
館
中
学
校
で
用

務
員
を
勤
め
る
傍
ら
、40
歳
半
ば
か
ら
本
格
的
に
民
謡
を
習
い
、平

成
31
年
、
令
和
２
年
と
２
年
連
続
で
青
森
県
民
謡
グ
ラ
ン
プ
リ
王

座
決
定
戦
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。

※
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
２
月
に
開

催
さ
れ
た
第
18
回
青
森
県
民
謡
グ
ラ

ン
プ
リ
で
も
準
民
謡
王
座
に
輝
い
た
。

庭
野 

武
一
さ
ん
（
民
謡
歌
手
）

さ
ん
は
、
40
代
半
ば
な
が
ら
平
成
19
年
（
２

０
０
７
）、
南
部
町
名
川
の
郷
土
芸
能
保
存
会

会
長
も
務
め
る
久
保
正
幸
氏
の
民
謡

し
ゃ
ち
ゅ
う

社
中

に
入
り
、
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ

ま
で
独
学
の
趣
味
だ
っ
た
も
の
が
、
月
３
回
の

稽
古
を
重
ね
て
徐
々
に
頭
角
を
現
し
、
つ
い

に
平
成
31
年
の
第
17
回
青
森
県
民
謡
グ
ラ
ン

プ
リ
第
65
代
準
民
謡
王
座
に
輝
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
青
森
県
内
最
大
の
民
謡
大

会
で
、
参
加
は
青
森
県
人
に
限
ら
な
い
の
で

す
が
、
ル
ー
ル
は
曲
目
が
青
森
県
の
民
謡
に

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
庭
野
さ
ん
の
曲
目

は
、
南
部
民
謡
の
「

ら
い
ま
ん
う
し
か
た
ぶ
し

来
満
牛
方
節
」。
久
保
師

匠
の
選
曲
で
、「
牛
だ
か
ら
ゆ
っ
く
り
歌
え
」
と

い
わ
れ
た
と
の
こ
と
。
遅
い
ほ
ど
ご
ま
か
し
が

効
か
な
い
た
め
難
し
い
そ
う
で
、
そ
れ
だ
け
師

匠
の
期
待
が
大
き
い
こ
と
を
窺
わ
せ
ま
す
。

　「
息
継
ぎ
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
普
段
か
ら

走
り
込
み
を
し
て
肺
活
量
を
鍛
え
て
い
る
」

と
い
う
庭
野
さ
ん
。
持
ち
前
の
声

量
で
、
階
上
町
を
元
気
に
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

青森県民謡グランプリ準Ｖの賞状とトロフィー

「来満牛方節」を歌う庭野さん

作品を持つ栁沢さん
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はしかみ宝図鑑❸

　
寺
下
観
音
中
興
の
祖
と
い
わ

れ
る
津
要
玄
梁
は
、
延
宝
８
年

（
１
６
８
０
）、
八
戸
湊
柳
町
の

若
松
屋
に
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
正
徳
２
年（
１
７
１
２
）

33
歳
で
寺
下

ひ
な
た
や
ま

日
向
山
に
草
庵

（
津
要
庵
）
を
結
び
、
享
保
15

年
（
１
７
３
０
）
日
向
山
頂
上

に
燈
明
堂
を
建
立
。
延
享
２
年

（
１
７
４
５
）
８
月
４
日
に
は

五
重
塔
を
完
成
さ
せ
、
そ
の

年
の
12
月
に
66
歳
で

に
ゅ
う
じ
ゃ
く

入
寂
し
ま

し
た
。

特集5

偉
人
【
階
上
に
生
き
た
先
人
た
ち
】

津
要
玄
梁

津要和尚の墓所（日向山中腹）

し
ん
よ
う 

げ
ん
り
ょ
う

　
蛇
口
伴
蔵
は
文
化
７
年
（
１

８
１
０
）
に
生
ま
れ
、
軽
米
代

官
蛇
口
家
の
婿
養
子
と
な
り
、

家
督
を
相
続
し
て
伴
蔵
を
襲
名

し
た
よ
う
で
す
。
安
政
４
年（
１

８
５
７
）
に
隠
居
す
る
と
、
私

財
を
費
や
し
て

そ
う
ぜ
ん
た
い

蒼
前
平
に
水
路

を
通
す
大
規
模
な
水
利
事
業
に

尽
力
。
結
局
は
未
完
成
で
終
わ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
大
志
は
慶

応
２
年
（
１
８
６
６
）
９
月
に

57
歳
で
世
を
去
る
ま
で
止
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

蛇
口
伴
蔵

蛇口伴蔵の銅像（世増ダム左岸）

へ
び
ぐ
ち
　
ば
ん
ぞ
う

　
太
田
広
城
は
天
保
９
年
（
１

８
３
８
）、
三
戸
郡

つ
の
が
ら
お
り

角
柄
折
村
に

八
戸
藩
士
太
田

き
ま
た
ひ
さ
も
り

喜
満
多
久
容
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

に
は
八
戸
藩
公
用
人
と
し
て
大

参
事
ま
で
昇
格
。
明
治
６
年（
１

８
７
３
）
に
は
県
政
改
革
に
よ
っ

て
青
森
県
典
事
（
副
知
事
級
）

に
就
任
し
、
青
森
県
誕
生
に
貢

献
し
ま
し
た
。
明
治
44
年
（
１

９
１
１
）
に
波
瀾
万
丈
の
生
涯

を
74
歳
で
閉
じ
ま
し
た
。

太
田
広
城

太田広城肖像（明治２年東京にて）

お
お
た
　
ひ
ろ
き

　
荻
ノ
沢
甚
作
は
明
治
31
年（
１

８
９
８
）、
階
上
村
晴
山
沢
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
家
業
の
農
業
に

従
事
し
な
が
ら
郷
土
の
歴
史
・

民
俗
・
文
化
に
関
心
を
持
ち
、

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
７
月

10
日
、
郷
土
誌
「
は
し
か
み
」

を
創
刊
。
第
25
号
ま
で
を
独
力

で
継
続
発
行
し
ま
し
た
。
雅
号

を
「

は
く
ぎ
ん

白
吟
」
と
し
、
辞
世
の
句

は
「

せ
い
れ
い

蜻
蛉
や
弔
い
止
め
の
又

と
う
ば

塔
婆
」。
昭
和
51
年（
１
９
７
６
）

11
月
、
78
歳
で
没
し
ま
し
た
。

荻
ノ
沢
甚
作

郷土誌「はしかみ」を編集する荻ノ沢甚作

お
ぎ
の
さ
わ
　
じ
ん
さ
く

　
木
村
靄
村
は
明
治
32
年
（
１

８
９
９
）、
階
上
村

と
や
べ

鳥
屋
部
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
八
戸
市
の
呉
服

屋
に
奉
公
す
る
傍
ら
、
短
歌
に

目
覚
め
短
歌
結
社
「
ア
ラ
ラ
ギ
」

に
入
会
。
島
木
赤
彦
、
斎
藤
茂

吉
に
師
事
し
歌
道
に
励
み
ま
し

た
。
階
上
岳

お
お
び
ら
き
た
い

大
開
平
に
「
乳
呑

ま
す
牛
の
ま
な
こ
に
ふ
る
さ
と

の
　
山
は
さ
か
さ
ま
に
映
り
て

ゐ
に
け
り
」
の
歌
碑
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）

２
月
、
67
歳
で
没
し
ま
し
た
。

木
村
靄
村

自作の短歌をろうけつ染めした屏風を背景にした木村靄村

き
む
ら
　
あ
い
そ
ん
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1980年～2015年町制施行以降40年間の人口と世帯数

地区別の人口
2000年

【
資
料
編
】
町
民
と
共
に
歩
む

金山沢

田代

晴山沢

平内

石鉢

蒼前

野場中

角柄折

鳥屋部

赤保内

耳ケ吠西

耳ケ吠東

荒谷

大蛇

追越

榊

駅前

道仏

小舟渡

569｠

287｠

239｠

243｠

1,509｠

1,686｠

1,686｠

275｠

436｠

801｠

1,211｠

1,433｠

368｠

533｠

461｠

687｠

733｠

898｠

1,024｠

290｠

142｠

121｠

136｠

751｠

676｠

820｠

136｠

217｠

428｠

601｠

719｠

177｠

277｠

228｠

352｠

370｠

445｠

520｠

279｠

145｠

118｠

107｠

758｠

1,010｠

866｠

139｠

219｠

373｠

610｠

714｠

191｠

256｠

233｠

335｠

363｠

453｠

504｠

2005年

539｠

256｠

207｠

224｠

1,605｠

1,728｠

1,784｠

288｠

430｠

808｠

1,295｠

1,497｠

359｠

488｠

433｠

672｠

676｠

850｠

978｠

281｠

128｠

99｠

124｠

802｠

778｠

870｠

146｠

215｠

434｠

646｠

754｠

179｠

251｠

210｠

334｠

345｠

424｠

501｠

258｠

128｠

108｠

100｠

803｠

950｠

914｠

142｠

215｠

374｠

649｠

743｠

180｠

237｠

223｠

338｠

331｠

426｠

477｠

2010年

518｠

254｠

181｠

188｠

1,663｠

1,801｠

1,698｠

262｠

392｠

751｠

1,296｠

1,473｠

348｠

462｠

395｠

541｠

681｠

785｠

882｠

265｠

132｠

84｠

106｠

841｠

827｠

826｠

136｠

191｠

390｠

658｠

739｠

174｠

235｠

193｠

275｠

352｠

388｠

461｠

253｠

122｠

97｠

82｠

822｠

974｠

872｠

126｠

201｠

361｠

638｠

734｠

174｠

227｠

202｠

266｠

329｠

397｠

421｠

2015年

455｠

209｠

170｠

170｠

1,650｠

1,938｠

1,676｠

263｠

375｠

667｠

1,335｠

1,394｠

317｠

405｠

381｠

505｠

617｠

682｠

784｠

232｠

108｠

80｠

92｠

831｠

921｠

842｠

142｠

184｠

341｠

672｠

694｠

155｠

209｠

190｠

255｠

324｠

337｠

403｠

223｠

101｠

90｠

78｠

819｠

1,017｠

834｠

121｠

191｠

326｠

663｠

700｠

162｠

196｠

191｠

250｠

293｠

345｠

381｠

人口 女性 男性 人口 女性 男性 人口 女性 男性 人口 女性 男性

人口 世帯数女性 男性

資料： 総務省統計局「国勢調査」、階上町資料、「 青森県人口移動統計調査 」

※地区別の人口は町で各年度の3月31日に集計したものです
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歴
代
村
長
及
び
町
長

盛

　城

　勝

　三

小

　幡

　茂

　周

菊

　池

　勝

　章

正
部
家

　利
三
郎

正
部
家

　伊
太
郎

久

　保

　
　
　節

中

　田

　岩
太
郎

野

　沢

　三

　蔵

柳

　沢

　豊

　吉

川

　村

　末

　吉

浜

　谷

　辰
之
助

茨

　島

　豊

　蔵

中

　田

　清

　助

荒

　谷

　定

　蔵

正
部
家

　佑

　介

桑

　原

　三
津
夫

正
部
家

　佑

　介

上

　山

　博

　一

浜

　谷

　豊

　美

初

代

第
二
代

第
三
代

第
四
代

第
五
代

第
六
代

第
七
代

第
八
代

第
九
代

第
十
代

第
十
一
代

第
十
二
代

第
十
三
代

第
十
四
代

第
十
五
代

第
十
六
代

第
十
七
代

第
十
八
代

第
十
九
代

明
治
22
年
6
月
22
日
〜
明
治
30
年
6
月
25
日

明
治
30
年
6
月
26
日
〜
明
治
35
年
6
月
10
日

明
治
35
年
6
月
11
日
〜
明
治
39
年
6
月
6
日

明
治
39
年
6
月
11
日
〜
大
正
4
年
8
月
24
日

大
正
4
年
9
月
12
日
〜
大
正
7
年
5
月
8
日

大
正
7
年
6
月
7
日
〜
大
正
10
年
3
月
16
日

大
正
10
年
3
月
17
日
〜
大
正
14
年
3
月
16
日

大
正
14
年
4
月
7
日
〜
昭
和
3
年
5
月
20
日

昭
和
3
年
5
月
21
日
〜
昭
和
7
年
5
月
20
日

昭
和
7
年
5
月
28
日
〜
昭
和
19
年
5
月
27
日

昭
和
19
年
6
月
13
日
〜
昭
和
21
年
11
月
14
日

昭
和
22
年
4
月
7
日
〜
昭
和
30
年
3
月
22
日

昭
和
30
年
5
月
1
日
〜
昭
和
46
年
4
月
29
日

昭
和
46
年
4
月
30
日
〜
昭
和
58
年
4
月
29
日

昭
和
58
年
4
月
30
日
〜
昭
和
62
年
4
月
29
日

昭
和
62
年
4
月
30
日
〜
平
成
元
年
11
月
21
日

平
成
元
年
12
月
24
日
〜
平
成
13
年
12
月
23
日

平
成
13
年
12
月
24
日
〜
平
成
17
年
12
月
23
日

平
成
17
年
12
月
24
日
〜
現
在

歴
代
助
役
及
び
副
町
長

菊

　池

　勝

　章

正
部
家

　利
三
郎

角

　田

　勇

　亀

正
部
家

　米
三
郎

渡

　部

　源

　三

大

　芦

　梧

　楼

久

　保

　
　
　節

伊

　藤

　正

　純

稲

　葉

　萬

　蔵

小

　幡

　茂

　信

松

　倉

　清

　蔵

柳

　沢

　熊
次
郎

中

　村

　正

　一

中

　田

　時

　安

出

　町

　
　
　茂

根

　岸

　勇

　蔵

中

　村

　禮
一
郎

笹

　山

　一

　夫

高

　谷

　清

　孝

久

　保

　和

　子

沼

　沢

　範

　雄

初

代

第
二
代

第
三
代

第
四
代

第
五
代

第
六
代

第
七
代

第
八
代

第
九
代

第
十
代

第
十
一
代

第
十
二
代

第
十
三
代

第
十
四
代

第
十
五
代

第
十
六
代

第
十
七
代

第
十
八
代

第
十
九
代

第
二
十
代

第
二
十
一
代

明
治
22
年
6
月
22
日
〜
明
治
35
年
6
月
10
日

明
治
35
年
7
月
25
日
〜
明
治
39
年
6
月
6
日

明
治
39
年
7
月
19
日
〜
大
正
2
年
6
月
24
日

大
正
2
年
6
月
25
日
〜
大
正
3
年
8
月
17
日

大
正
3
年
8
月
18
日
〜
大
正
6
年
4
月
12
日

大
正
6
年
4
月
13
日
〜
大
正
7
年
5
月
2
日

大
正
7
年
5
月
3
日
〜
大
正
7
年
6
月
6
日

大
正
7
年
6
月
10
日
〜
大
正
14
年
12
月
20
日

大
正
14
年
12
月
21
日
〜
昭
和
2
年
5
月
30
日

昭
和
2
年
5
月
31
日
〜
昭
和
14
年
4
月
30
日

昭
和
14
年
5
月
1
日
〜
昭
和
22
年
4
月
30
日

昭
和
22
年
5
月
1
日
〜
昭
和
34
年
4
月
30
日

昭
和
34
年
6
月
14
日
〜
昭
和
46
年
9
月
19
日

昭
和
46
年
10
月
1
日
〜
昭
和
58
年
4
月
29
日

平
成
元
年
4
月
１
日
〜
平
成
4
年
3
月
31
日

平
成
4
年
4
月
10
日
〜
平
成
8
年
4
月
9
日

平
成
8
年
4
月
22
日
〜
平
成
12
年
4
月
21
日

平
成
14
年
1
月
15
日
〜
平
成
17
年
12
月
23
日

平
成
18
年
4
月
１
日
〜
平
成
21
年
3
月
31
日

平
成
22
年
１
月
25
日
〜
平
成
27
年
3
月
24
日

平
成
27
年
4
月
１
日
〜
現
在

【
資
料
編
】
町
民
と
共
に
歩
む
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【
資
料
編
】
町
民
と
共
に
歩
む

歴
代
議
長

根

　岸

　清

　人

上

　野

　安
太
郎

桑

　原

　一

　郎

松

　倉

　耕

　造

中

　田

　時

　安

大

　江

　八

　郎

上

　野

　正

　藏

坂

　本

　清
之
助

荒

　谷

　剛

　生

野

　沢

　和

　也

宗

　前

　勝

　雄

前

　田

　常

　男

荒

　道

　鶴

　造

桑

　原

　一

　夫

松

　森

　
　
　蒿

木

　村

　勝

　彦

山

　田

　惠

　治

林

　
　
　
　
　貢

初

代

第
二
代

第
三
代

第
四
代

第
五
代

第
六
代

第
七
代

第
八
代

第
九
代

第
十
代

第
十
一
代

第
十
二
代

第
十
三
代

第
十
四
代

第
十
五
代

第
十
六
代

第
十
七
代

第
十
八
代

昭
和
22
年
5
月
　

　〜
昭
和
26
年
4
月
29
日

昭
和
26
年
5
月
7
日
〜
昭
和
30
年
4
月
29
日

昭
和
30
年
5
月
10
日
〜
昭
和
34
年
4
月
29
日

昭
和
34
年
5
月
18
日
〜
昭
和
38
年
4
月
29
日

昭
和
38
年
5
月
15
日
〜
昭
和
42
年
4
月
29
日

昭
和
42
年
5
月
12
日
〜
昭
和
46
年
4
月
29
日

昭
和
46
年
5
月
6
日
〜
昭
和
58
年
3
月
29
日

昭
和
58
年
5
月
9
日
〜
昭
和
62
年
9
月
15
日

昭
和
62
年
10
月
1
日
〜
平
成
2
年
7
月
23
日

平
成
2
年
7
月
23
日
〜
平
成
3
年
4
月
29
日

平
成
3
年
5
月
10
日
〜
平
成
7
年
4
月
29
日

平
成
7
年
5
月
17
日
〜
平
成
11
年
4
月
29
日

平
成
11
年
5
月
14
日
〜
平
成
15
年
4
月
29
日

平
成
15
年
5
月
6
日
〜
平
成
19
年
4
月
29
日

平
成
19
年
5
月
11
日
〜
平
成
23
年
4
月
29
日

平
成
23
年
5
月
12
日
〜
平
成
27
年
4
月
29
日

平
成
27
年
5
月
11
日
〜
平
成
31
年
4
月
29
日

令
和
元
年
5
月
13
日
〜
現
在

歴
代
副
議
長

盛

　
　
　常

　丸

桑

　原

　一

　郎

大

　江

　八

　郎

北

　城

　善

　衛

小

　松

　
　
　清

正
部
家

　淑

　郎

柳

　沢

　与
兵
衛

荻
ノ
沢
助
右
衛
門

大

　前

　武

　雄

下

　野

　岩

　男

浜

　谷

　照

　雄

荒

　谷

　剛

　生

金

　沢

　啓

　一

山

　田

　昭

　治

浜

　谷

　豊

　美

平

　戸

　茂

　雄

畑

　中

　弘

　實

土

　橋

　信

　夫

加

　藤

　
　
　祐

畑

　中

　弘

　實

松

　尾

　國

　治

初

代

第
二
代

第
三
代

第
四
代

第
五
代

第
六
代

第
七
代

第
八
代

第
九
代

第
十
代

第
十
一
代

第
十
二
代

第
十
三
代

第
十
四
代

第
十
五
代

第
十
六
代

第
十
七
代

第
十
八
代

第
十
九
代

第
二
十
代

第
二
十
一
代

昭
和
22
年
5
月
　

　〜
昭
和
26
年
4
月
29
日

昭
和
26
年
5
月
7
日
〜
昭
和
30
年
4
月
29
日

昭
和
30
年
5
月
10
日
〜
昭
和
34
年
4
月
29
日

昭
和
34
年
5
月
18
日
〜
昭
和
38
年
4
月
29
日

昭
和
38
年
5
月
15
日
〜
昭
和
42
年
4
月
29
日

昭
和
42
年
5
月
12
日
〜
昭
和
46
年
4
月
29
日

昭
和
46
年
5
月
6
日
〜
昭
和
50
年
4
月
29
日

昭
和
50
年
5
月
8
日
〜
昭
和
54
年
4
月
29
日

昭
和
54
年
5
月
1
日
〜
昭
和
58
年
4
月
29
日

昭
和
58
年
5
月
9
日
〜
昭
和
62
年
4
月
29
日

昭
和
62
年
5
月
23
日
〜
昭
和
62
年
9
月
12
日

昭
和
62
年
9
月
16
日
〜
昭
和
62
年
9
月
30
日

昭
和
62
年
10
月
1
日
〜
平
成
3
年
4
月
29
日

平
成
3
年
5
月
10
日
〜
平
成
7
年
4
月
29
日

平
成
7
年
5
月
17
日
〜
平
成
11
年
4
月
29
日

平
成
11
年
5
月
14
日
〜
平
成
15
年
4
月
29
日

平
成
15
年
5
月
6
日
〜
平
成
19
年
4
月
29
日

平
成
19
年
5
月
11
日
〜
平
成
23
年
4
月
29
日

平
成
23
年
5
月
12
日
〜
平
成
27
年
4
月
29
日

平
成
27
年
5
月
11
日
〜
平
成
31
年
4
月
29
日

令
和
元
年
5
月
13
日
〜
現
在
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厳
し
い
風
雪
に
耐
え
新
緑
の
山
野
に
美
し
く
咲
く

「
つ
つ
じ
」
は
、
町
民
の
た
く
ま
し
さ
と
心
の
や
さ

し
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。
町
制
施
行
の
記
念
事
業

と
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
公
募
し
入
選
し
た
も

の
で
す
。

特
産
品
の
ウ
ニ
を
モ
チ
ー
フ
に
「
か
ぜ
丸
」　

（
注
：
か
ぜ
＝
ウ
ニ
）

町
の
花
つ
つ
じ
を
モ
チ
ー
フ
に
「
つ
つ
じ
姫
」

町
の
魚
ア
ブ
ラ
メ
を
モ
チ
ー
フ
に「
あ
ぶ
ら
め
く
ん
」

合
わ
せ
て
「
は
し
か
み
キ
ッ
ズ
」
で
す
！

あ
る
時
、
彼
ら
は
火
星
を
目
指
し
飛
行
し
て
い
た

が
、
突
然
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
、
や
む
な
く

地
球
に
不
時
着
す
る
こ
と
に
・
・
・
。
緊
急
着
陸

し
た
の
は
、
自
然
豊
か
な
島
国
日
本
の
ア
オ
モ
リ

ケ
ン
ハ
シ
カ
ミ
チ
ョ
ウ
で
あ
っ
た
。

階
上
町
民
憲
章

一
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
文
化
の
高
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
求
め
活
力
の
あ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
心
と
か
ら
だ
を
き
た
え
健
康
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
愛
護
し
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
み
ん
な
で
き
ま
り
を
守
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
や
ま
（
臥
牛
山
）
と
、
う
み
（
太
平
洋
）
の

美
し
い
自
然
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
豊
か
な
伝
統
を
も
つ
階
上
町
民
で
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
愛
す
る
郷
土
の
発
展
と
し
あ
わ
せ
を
ね
が
い

こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

町
の
花
・
木
・
鳥
・
魚

町
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

階
上
町
町
章

　
階
上
町
の（
上
）の
字
を
図
案
化
し
、そ
の
上
に（
階
）の
字
を
載
せ
、

常
に
上
向
き
の
生
活
を
希
い
、
円
形
は
、
平
和
と
協
力
を
表
徴
し
た

も
の
で
あ
る
。（
町
民
か
ら
募
集
し
た
入
選
作
）

﹇
昭
和
55
年
５
月
１
日
制
定
﹈

※
花
・
木
・
鳥
﹇
昭
和
55
年
５
月
１
日
制
定
﹈

※
魚
﹇
平
成
６
年
３
月
22
日
制
定
﹈

﹇
昭
和
39
年
８
月
１
日
制
定
﹈

﹇
平
成
12
年
12
月
１
日
制
定
﹈

かぜ丸 あぶらめくん

つつじ姫

町
の
花
／
つ
つ
じ

ど
っ
し
り
と
大
地
に
根
を
張
り
大
空
高
く
繁
る
「
け

や
き
」
の
姿
は
、
町
の
伝
統
の
ゆ
か
し
さ
と
未
来
へ

の
発
展
を
表
し
て
い
ま
す
。
町
制
施
行
の
記
念
事

業
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
公
募
し
入
選
し
た

も
の
で
す
。

町
の
木
／
け
や
き

数
多
く
生
息
す
る
鳥
類
の
中
で
も
高
尚
で
さ
わ
や

か
な
「
う
ぐ
い
す
」
の
鳴
き
声
は
、
町
民
の
心
を

な
ご
ま
せ
町
の
自
然
の
良
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

町
制
施
行
の
記
念
事
業
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
公
募
し
入
選
し
た
も
の
で
す
。

町
の
鳥
／
ウ
グ
イ
ス

本
町
沖
で
獲
れ
る
魚
介
類
の
消
費
拡
大
や
観
光
漁

業
を
含
め
、
よ
り
一
層
の
漁
業
振
興
を
図
る
た
め
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
5
年
10
月
に
町
内
全
世

帯
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
年
間

を
通
じ
て
漁
業
者
や
遊
漁
船
等
で
多
く
漁
獲
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
町
の
魚
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

町
の
魚
／
ア
ブ
ラ
メ

『 階上町町制施行 40 周年記念誌 』は 6,000 部作成し、印刷経費は 1 部当たり581 円です。
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